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L万分の L地質図書石狩金山 (札幌一第 25 号〉

北海道立地下資源調査所

北海道技師 小 [lf 内 匝巴

同 長 尾捨

北海道嘱託二谷勝利

同 長谷川 潔

同 橋本 日

はしがき

この間l隔は，北海道開発庁から委託されて作成したものである。 野外調査は，昭和 28 年・

29 年・ 30 年に，延 250 日を古しておこない，以来，北海道立地下資源調査所において，室

内研究を続けてきたものである。

野外調査は，山出図l幅との近接地域は，橋本が，パシケモユーバロ川流域および第三系

の分布地域は，長尾・三谷が，その他の地域は小山内が，それぞれ担当した。また，夕張

岳地域は，小山内の協刀のもとに，長谷川が担当した。なお，肝風岳地域については，北

海道立地下資源調査所地質鉱床課長斎藤昌之氏の，パンケシュノレ川の西部地域については，

北海道ノピ学理学部魚住用・中島秀雄両氏の，調査資料を，それぞれ利用させていただいた。

さらに調査助手として，北海道立地下資源調査所石山昭三・松井公平両氏の援助をうけた。

この地域は，神居古i草帯と呼ばれる;ill域の，南東部にあたり，中生代の地層および蛇紋

岩が広く分布しているが，南部の一部地域には，新生代の地層も，かなりの発達をみせて

いる。したがって，この地域の地下資源としては，クロム鉄鉱・石灰石・石炭などが知ら
1)-1-1)

れ，それらについては，調査報告が完了表されている。また，一般地質については，ブミ立目
](',)-1:-\)

謙一郎博士の総括的な論文のほか，北海道大学理学部の修業および卒業論文がみられる。

これらの調査報告は，今回の調査を進めるにあたって，少なからず参考になった。

報告にはいるに允だち，調査資料の捉{共をされた斎扇昌之・魚住悟・r;!島秀雄ならびに

1-



調査の援助をされた石山昭三・松井公平の諸氏に謝立を去するさまた変成岩の顕微鏡鑑定

について，御教示をたまわった北海道大学理学部舟橋三男博士に深謝する。

I 位置bよび交通

この図幅の範囲は，北緯 43()~43() 1O'・東径 142()15'~142()301 で，夕張山脈の東麓地上旦~f

占め，札幌市の北東方約 90km にあたっている。行政均には，大半が上川支庁の管轄で，

南富良野村および占冠村に属し，西方のごく一部が，夕張市にふくまれる。

図Ip百の東北隅を流れる空知川にそって，国鉄根室本線が通過し，金山から占冠までは，

ノミスが運行している。金山からトナシベヅ川ぞいには，森林軌道が通じ，占冠からトマム

川ぞいには， トラヲク道路があって，交通網は比較均発達して V~ るコしかし，夕張山脈の

西麓地域や，パンケモユーパロ川流域・ニニウ地域には，ほとんど歩道がなく，歩行は容

易でないc

II 地形

この地域の地形は， (1) 標高 500m 以上の山地と， (2) 河川流民に発達する段丘および

沖積地に，ブミきくわけることができる。

I1I.l 山地

山地は，金山と占冠を結ぶ線を境として，さらに 2 つの地形区にわけられる c

(1) 夕張山脈の東麓地域で，西から東に向って，低くなってし~る壮年山地コ

第 1 図 無名 ;ft 水源地附近から西方夕張岳をのぞむ (小山内扱影)

左側の雲にかくれている心が夕張岳，中央部り高 l峰は鉢盛山，平坦開

析陵線、が階段状にみとめられるの

-2-



(2) (1) の東側の地域で，ふたたび東方に向って，標高を増し，日高山脈につらなる壮

年山地コ

(1) は， 3~4 段の開 1trTW が，階段状に発達している地域である。標高によって，さらに，

(a) 夕張 dl 脈の主ヂ IJ をつくる，標高 900m 以上の地域と， (b) (a) の東につらなる標;%j 700

m---800m の起伏にとむ山 jill ， (c) 金山から占冠までの間の，標高印 Om 前後の山頂をも

った:えたとにわけられる。

(a) はほとんど空知層群・変成岩類および蛇紋岩で構成されている。夕張山阪の山陵

線附近には，ゆるヤ起伏をもちながら，東側に傾斜した，標高 1 ，000 m~ 1,300 m の開析

平坦閣が発達している。またトナシペツJfl上流地域，パンケモユーパロ JII 上流地域，吉

間j尺中・上流地域などには， 900m~ 1,000 m の開析商が，わずかみとめられる。
~O) 21)

これらの開折商は，準平原酉と考えられているもむで，その上に，夕張岳 1，668m ・水

天山1， 340 m・北股山1， 307 m' 落鑑山 1，219 m・月天子峰 1，200 m ・rJ、勢至峰 1 ，292 m ・大

勢至 n牟1， 312 m' 群風岳、 1 ，261 m などが突出している。また，その東側には吉凶岳・小夕

張岳など 1，200 m 合わ山峰が突出してレる c これらの山峰は，準平原上に残された残

丘であろうと考えられている。

吉凶岳・小夕張岳などは，ほぼ南北にづらなる直線上に，並らんでおり，東麓は急峻

な地形 :ζ 示して V る。また，夕張岳から北方の高峰も，ほぽ南北性 I);; 配列をとっている。

こりような高峰の並び方は，この地域の地質構造に，支配されていることを示してャる。

第 2 図 夕張岳山頂から北東方をのぞむ (長谷川鍛影)

東にゆ乙く傾斜した!珪線(君主高1， 000 m~1 ，300 m) がみとめられる c

-3-



第 3 図夕張岳の遠望 (長谷川撮影j

一方，扉風岳 ξ 中心とした地域の山峰心配列には，前者のような方向性がなく，準平面 ι:

の上に，散点、的に突出している。このことは，前者の地域との，地質構造，っちが u、主，

あらわして ν るものであろう。

エパナ川の水源地の，棋高 1，440 m 附近には，小さな圏谷のような問地形が発達して

ν 乙。ここから淀注っくりながら，急傾斜で，エパナ渓谷に Fっている。磯丘や羊群丘

などが残されていなし、ので，はたして，圏谷地形かどうかあきらかでな u、。しかし芦

別岳附近で i， . このような地形が発達しており，さらに，平坦面の上には，礎層がみと

められている。このようなことから，日高山日慌のような闇谷地形は，みられなνが，日

高水期には， この地域の高峰は， (.，、ちじるしむヘ侵蝕を乏けたであろうと考えられるっエ

パナ川水源地の凹地形は，その際ぇ侵蝕地形ではなかろうか。

(b) は，主として空知層群や蝦夷層群などの地層で，構成されている地域であるコお

およそ，標高 700 m~800m の開析山陵がつらなってν る。この面は，前にのベた 900m

以上の開析面よりも， 1 段低ν，別め開析面と考えられる。 このような開析面の上に，

老根別山のように， 900m 以上の山陵が突出している。 これは， NNW~SSE の延長 Jケ

向をもっており，南にゆるく傾斜・した，平坦な山陵であって， (a) の地域に発達する 900

m 以上の開析面の，残部であろうと考えられる。

(c) は，蝦夷層群の分布して U、る地域である。標高 500m~600m の開析山陵が発達

して ν る。この開析面は，この図幅地域の， もっとも低ν開析面と考えられる。

(2) は，主に空知層群から構成されている。標高 500m から，東lこ向って次第に高くな

り，図幅の東端では，標高 1，000 ml可後の山陵が発達している。この地域には， (1)の地域

の， 500m~600m の開析面のほか，標高 800m より高い問析面がみとめられ，いちおう，

-4-



第 4 図夕張岳山頂(長谷川撮影)

あきらかである

II.2 段丘むよび沖積地

(1)の地域の開 ls 'f ffif と，そ

れぞれ対比できそうであ

るコ

こ巳づ血域の結徴;土，

(1)レろ ν ろな高さ

開析山陵が， NW-SEcF)

延長方向と示して U 、るこ

とが多 u

(2) ペンケヤーラ }II •

岩部バ九・花凡など

右)';':-'\':>だ芹山)置に(，土，東

にゆるく 191斜した出 ~;j

500m~700 m 心開析面

が，みとめられる c こり

間析面ば， NvV-SE 延

長方向二示してレ・乙

こように，高度分布

や開析面規 pi· 的な，

NW-SE 方向心配列は，

あとからジノベる街上層

必延長方向に，一致して

おり，地形が地質構造に

支配されて」、乙ことが，

山地の問川区と，まったく違った，低い平引な花形而が，空知川流域やトマム川流 Jベな

第 5 図 金山附近に発達する段丘面

T1 : 第 1 段 Tz: 第 2 段 T3 :第 3 段
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(小山内 f設置タ)

どに発達している。とくに空知川流域には， '問責をのせた 3 段の市が，はっきりみとめら

れる。金山附近では，標l可 370 m~420 m , 320m~350 m , 270m~3CO m の 3 つの国が，

第 6 図 トナシベツ F流部の北岸に発達する段丘団

T1 : 第 1 段 T2: 第 2 段 T3: 第 3 段

ひじようによく発達している。これらの平坦而は，各河川の上流地域にゆくにしたがって，

しだいに高くなっている。しかし，現河床面からの比高は，ほぽ一定している。一般に，

低い面ほど，国の保存が良好であり，また一番よく発達している。ところがトマム川流域

では， 2 段の而がみとめられるだけである。いちおう，比高によって，空知川流域に発達

している 3 つの平坦而のうち，中位 ffii と下位百とに対比した。しかし，河川の侵蝕 -E のち
平**

がいや，この地域の，段丘形成当時の傾動運動も考えられる。したがって，空知川流域に

分布する而と， トマム川流域に発達する;日とを，同じようにあっかうことは，問題があろ

つ。

沖積回の発達は，きわめてわるく， トマム川やパユ/ケシェノレ川などの下流沿岸に，わず

か発達しているだけである。

なお，鹿越附 ;ii には，地質図で省略した， j-lt 積物をもった凶状地形が発達しているコ

II.3 河川

この地域を流れる，もっともノモ:きな川は宅知川である。図幅の北京市で，空知崩群・蝦

土空知川の下位面の分布高度は， 270m~300m であって，現河床から 10 m~15m てい

どの比高を示しているが，トマム川流域では， 360m~380 m であることや， トマム川

流域では 2 段しか発達して νないことなどから推定される。

料前にのべたように， 山地地域の開析面は， ほとんど例外なく市東に傾斜・して ν ること

から推定される。
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第 7 図 金山市街から東方心主知川上流地域に発達する段丘面 (小山内撮影〉

Tl: 策 1 段 T2: 第 2 段 T3: 第 3 段

夷層群などを古うて， tpt、谷を作り，全日 j附jJiから縦谷を形成して北に流れている 3 この間

に，夕張山脈から，横谷を作って流れているトナシベツ川や，東部地域で，縦谷を作って流れ

ている不二ノ沢・富士川・ペユ/ケヤーラ]l l ・パンケヤーラ川などが合流している。図面の

南部地主えでは， トマム川が宅知層群・蝦夷)ぽ群の横谷を作って，北東から南西に流れてい
む

るコ占冠附;[で，臥-~居群の"":を，南に流れるパンケシェノレ川と合流して，鵡川となって

いる。また，問中高の百百部には， r子;司-16から流れるパンケモユーパロ川があるコ地塁状に

発達している 72知層群や，蛇紋岩・:再三紀層・蝦夷層群を切り，己/マブレベツ川を合流し

て，この図幅の西に連らなる，大夕張地域を流れる夕張川に注いでいる。このほか，鵡川

lこ合流する，パシケニニウJ[l・ペンケニニワ川などの水源地がみとめられる。

これらの河川の流山は，ほとんど，この述域の品質構造に支配されているようであるコ

III 地質

III.l 概説

この地J，&を構成してし.;)地質系杭は，三 8 図のように，区分することができる。

最下出を構成しているえ;司法，ジェラ系~白主系に属する空知層群である。このiili屈は，

さらに主性火山噴出物の厚回や(注目岩からなる山市居と，砂岩・頁岩を主体とした主夕張

層とにわけられるコ

空知層群の上位には，白主系に昌する蝦夷層群が発達している。この地j同は，砂岩・頁

岩を主体とした，地|句会jJ住積物であって，富良野層・r'.:川居・浦河居の 3 尉に，六きくわ

けることができるつこの閃幅地域でほ，富良野層と中川島の問に，不整合関係がみとめら

れる。

蝦夷層群の堆積したのち，かなり士きなヰ変があって，空知層群の変成や蛇紋岩の近入

一 7 -
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がみとめられる。その時代はほぼ白望紀末ないし第三紀初葉であるこ変成岩類は，神居古
り~)

i草変成岩類または夕張岳変成岩類と呼ばれたものに相当する c

以上の岩層を不整合におおって，新第三紀川端期の堆積物である，ニニワ層群が発達し

ている c この地層は，砂岩・棟岩・泥岩などから構成され，稼行可能の石炭屑をはさんで

いるご地質図では，一括して塗色しであるが，さらに細かくわけられている c

ニニウ層群の堆積したのち，この地域は，陸化削主I]時代に入り，ひじようにはげしい造

構造E到があって，との地域の複雑な地質構造の大要を決定しだ c

珂紀の堆積物については，地質問にしめしたように，いちおう分類したc しかし空知

川;志向の堆積物と，鵡川流域のi住民物を，相互に関連させて，両河川地域の売達史を，解

明できるまでには，いたっていない c

なお，現主のllli形市をおおって，最新聞!の降りくが， ~ji問の全i叫にみとめられる守地質図

ではノ百四与しである。

III.2 各説

III.2.1 空知層群

空知回群は，下位から，輝緑凝灰岩や佐賀岩で代表される山部同と，模式的な i也向斜型

の tf日責恒を示す，砂岩・頁岩・チャートなどで構成されている主夕張届とにわけられるミ

夕張岳地域では，いろいろな変成皮を示す変成岩類が分布している c 一般に，夕張山脈

の山頂部に向って， しだいに変成度が高くなっているが，変成の弱 l) 地域では，容易に原

岩相を知ることができる。また，あとからのべるように，地質構造の解析から，変成岩類

の原岩相を，推定することができる c このようなことから，この地域の変成岩類には，空

知層群の下位の地層もくわわっているであろうが，え半(ま，空知屑群の一部が変成された

ものと弓えられる。

空知層群からは，地質!日:代を決定できる古生物を，採集できなかったこしかし，山部図

幅地域や，かつてこの図幅地域で採集された資料から，空知層群の地質時代は，ジェラ紀

~下部白皇紀と三号えられる。
2li)

lIT.2.1.1 山部層

山部屑は，下位から， (1) トマム輝総凝り〔岩)討と， (2) 百 i二川位質岩層とにわけられる。

*1 トマム輝緑凝灰岩層 [Vd

模式地: トマム川の大きな湾出]流出)，副模式地: 空知川沿岸の露出

*山部図幅地域の芦別岳輝緑凝灰岩層に刻比される。
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分布: 主な分布地域は，図幅の東部地域である。中央地域や西部地域では，断層に

よって，転移がいちじるしく不連続的な分布を示している。(第 9 図参照〉

第 9 図 トマム輝緑凝灰岩層分布図 (小山内原因)

構造: 一般に，塊状の産状を呈しているので，この地層そのものの構造は，あきらか

でない。地層の分布状態と，上位屑の構造から推定すると，東部地域では， NlOo~20~ W

の走Ifうをもち，摺曲構造がみとめられる。中央地域では，南北の走向を示しており，ニゴ

リ沢附近では背斜構造が推定される。東部地域や中央地域では，一般に，摺lib の東翼古!3は

逆転している。夕張岳地域では，片状化しているため，もとの構造はわからなしh 片理両

の走向は， NlOo~30° E または N 1Oo~50° W である。

関 係: 下限は不明である。変成岩と，その原岩と考えられる，この地層との関係は，

変成高の高い地域では不明である。しかし，変成度の弱い地域では， (1) 輝緑凝灰岩が，

弱l:;片状而を示していることがある。 (2) ほとんど変成をうけていない塊状の輝総凝灰岩

と，片状面の発達した輝緑凝灰岩とが，互層状態を示していることがある。 (3) 片状輝緑

-10-



凝灰岩の聞に，変成をうけていない輝緑凝氏岩が， )享く介在していることがある。以上の

ことから，この地層の一部が，局部的に変成されたものと考えられる。ただ，この地是正の

下位屑も，変成にくわわっている可.能性がある。

岩質および屑相: 輝緑凝氏岩・輝緑岩が，主要な構成員である。また，これらの間に，

砧質砂岩・チャートおよび、石川岩などをはさんでいるコ一般に，輝緑;疑LJ~去と輝緑岩との

境界は，ひじように不明瞭で，輝f10~岩だけを追跡することは容易でない。:えまかには，輝

緑岩の多い±-ful~~ と，少ない地域とを，区別することができるが，地質区iでは，一括してあ

つかったっ図幅の百部地叫には，千枚岩状輝緑凝灰岩や，禄色片岩が分布しているが，

五回はあとカ〉らの Jてるつ

粧禄凝灰岩 一般に，暗緑色む呈するものが多ν。まれに暗赤禍色を呈することも

あ乙。ち密で塊状んl 産状と呈するものが多Vが，角操状や集塊岩〉民心ものもみとめられ

る。空知川沿岸や石灰 iJ~ ・パンケーラ川上流・ 14 線沢上流などでは無数))白色心細脈

が，不規則に貫νており， νわゆる鳥糞状三呈してν る

こ心岩石を微鏡で1f~察すると，斜長石〉普通輝石〉獄泥石二、磁鉄鉱などがみとめら

れるコ斜長石は緑泥石にかわりてν ることが多レコ鳥糞状み白色細脈は，方解石・官長

石および石英などであ乙

社〈

交成岩類や輝段目 V.J ， 顕微鏡的観察にづし、ては，あとから;;べる。

砂 岩一一暗灰色を呈 G，畑粒ないし中粒にノ佐賀堅硬な砂岩で、ある。輝紋醍灰岩ノノl 中

第 10 図 トマム輝緑凝灰岩居心鳥主状輝禄凝灰岩 (，j、山内撮影〉

キ III.2.5 変成打類心項玄開。

一 11-



第 11 図 トマム輝緑凝灰岩層心角傑状輝絞凝灰岩 (小山内扱彰j

に，石灰岩や桂岩・チャートとともに，介在してν る

石灰岩一一灰白色を旦し，ち密室硬である c 一般に， レンズ状心形で，輝緑凝灰岩心

中に介在してν る。石灰岩の周縁部;こは，かなり凹凸面がみとめられ，黒色頁岩-様り輝

緑凝灰岩と境してν る c また，輝禄凝灰岩質石灰告や輝扶凝灰岩と，同球状にふくんで

いることが多 ν。図幅地.ij'. '.T) 石灰石鉱床は，この層ヰの石灰岩が多

桂岩 赤色または灰白色云呈し，ひじように聖硬なものである 一般iこ，上部で

レンズ、状に発達している。

層相は，水平的には，かなりはげしく変化するようである。例えば，東部地域や中央地

域では，輝緑岩熔岩の発達がみとめられ，珪岩をはさんでいることが多い。しかし，西部

地域では，一般に，集塊岩状や角際決，および塊状で細粒の輝総凝灰岩にとんでいる。

垂直的には，あまり変化はない。ただ，東部地域では，上部に石灰岩・ Tit岩・砂岩など

のレシズを多くはさんでいる c

化石: 肉眼的な化石は発見できなかったc

層厚: 1,000 m 以上

2富士川珪質岩層 CY2J

模式地: 富士川流域， irJ模式地: エパナ川の中流地域

分 布: 主に東部地域に分布しているコそのほかは，中央ヰ域や丙部位j或に，散点的

に分布しているコ(第 13 [司参照

士山部12Q問地 fllQ })主夕張川花笠岩層;こ対比される
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第 12 図 トマム輝緑凝灰岩層心中心枕状;溶岩 (小山内撮影)

構 造: 長一点ぬ.h~でほ， 一般に N20)W~N 20 E ・ 50 ご ~80° NE~SE の走向・傾斜

を示し，反社な背・[，'，] ~"，構造をとっているっニゴリ沢流域では，前にのべたトマム輝総凝

氏岩屈を核とする，背広構造を示しているコローネベツ川地域では， N20o~30° E の走向

を， とっているらしいが下細はわからないっエパナ川中流地域では， NS ・ 308~50 コ E

の一般走向・傾討を示している。また，エパナ川上流地域でほ，千枚岩状となっており，

NS~N40ーW • 50 乙 ~80 コ W~SW の片理市が発達している。開風岳地域では， 一般に，

NlOo~40つ E ・ 40 ハ~80° NW または SE の片理面がみとめられる。

関 係: 下位のトマム輝誌凝灰岩層とは，整合的に接している。

岩7~およびHi)相: 頁岩およびチャートを主体とし，砂岩や石民岩をはさんでいる。エ

パナ川可:\流地域では，枯 ij~岩や千枚岩になっている部分が多いっ千枚岩類については，あ

とからのべる。

頁 岩ー一一期黒色三呈し，かなり碇質であるつやや砂質 J) 部分やシノレト質c部分をは

さんでν る。一般に板状ο産状三呈してャる J エパナ II rr!~T1~C地域では，やや粘板岩質と

なっており，チャートノノ薄層と互層しているつ

前にも心べたよろに，西部地域では，一般に，夕張岳に近づくにしたがって，粘板岩

・千枚岩・片宕へと，変成度が高くなって ν る。しかし，このような変成の状態は，大

きな圧作市を境にして，キDや段階的に高くなって ν るようである lコ

チャート -13~緑色・灰白色・帯青緑色などを呈してν る。こまかい赤・白・青など

一 13 -



第 13 図宮土川桂質岩層分布図 (/1、山内原固)

の色の，縞状りものもみとめられる。一般に板状の産状を示している。厚さには，かな

り消長があるが，厚いもので 5m 以上，薄いものでは 50cm 以 Fである。頁岩と互層し

ているか，または頁岩の中に介在している。低度の変成作用三うけた地域では，赤色ま

たは帯青灰色の，ひじように竪硬な珪質岩となワている。

砂岩一一『暗灰色または帯緑灰色を呈している。粗粒D硬砂岩や細粒の砂岩がみとめ

られる

水平山にほ，東部地域では，砂岩およびチャートの註が35いが，西山広域では，頁岩に

とんでいるコ弔l~的には，下部は砂岩・チャートにとみ，上は，頁岩が多くなって，チ

ャートと互層している。

化石: 砂岩およびチャートの SiIこ，放散とuの遺骸が，顕微抗的にみとめられる。

層厚: 一般に東部地坂で厚く， 600m 以とであるが，丙部地域では， 300m 以下で

ある c

III.2.1.2 主夕張層
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主夕張層は， 下位から， (1) ニゴリ沢砂岩層， (2) 滝ノ沢佐賀頁岩脳， (3) 知名沢輝禄

凝灰岩・砂岩・頁岩層， (4) エパナ砂岩・頁岩互層， (5) 吉凶沢頁岩屈の 5 つにわけられるコ
ヰ

ニゴリ沢砂岩層 CSd

模式地: ニゴリ沢流域，副模式地: エパナ川 EJ-: 流の大滝附;iJ:

分 布: 鹿越地域・ Jm名沢東岸地域・滝ノ沢西岸地域・ニゴリ沢流域・ローネベツ川

西岸地域・エパナ川中流および神波沢上流地域・ベヘシェノレ川中流地域などであるニそれ

ぞれの分布地域の連絡図は，第 14 図に示した。

第 14 図 ニゴリ沢砂岩層および無名if{輝紋凝灰岩‘・砂岩・頁岩層分布図 f小山内原因)

S1:ニゴリ沢砂岩層 S3:無名 i尺輝紙凝灰岩・砂岩・頁岩層

構造: 全般的にみると， N20ー E~ N20"W ・ 30 乙 ~80C NE~SE の走向・傾斜を示し

ている。東市地域では，一般に傾斜が急である。ことに，知名沢・滝ノ沢・鹿越附近などで

iこ山部|辺幅，下富良野両図幅地域の 25 線沢砂岩層に対比される c
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は，逆転していることが多い。西部地域では， 30° 前後の緩傾斜を示していることが多い。

関 係: 下位屑との直接の関係は不明である。ほかの図幅地域では，不整合とされて

いる。この図幅では，いちおう整合関係にあるものとして，とりあつかった。

エパナ川中流域では，下位層がかなりみだれた構造を示している上に，ゆるやかな傾

斜で，この地層がのっているようである。したがって， ド位層を不整合におおっている

みかもしれない。

岩質および屑相: ほとんど砂岩で構成されている。まれに頁岩の薄層をはさんでい

る。山市・ 7富良野の両図幅地域では，凝灰質な部分がみとめられているが，この図I幅地

域では，あきらかでない。

砂岩 風イじ面は，灰白色を呈しているが，新鮮な面は，市青灰色である。粗粒な

もむが多く，磯質の部分注はさむことがある。一般に塊状。産状を示してν る。二ゴリ

沢・ヱノfナ川わ砂岩は，石英粒にとみ，あとからのぺる四ノ沢砂岩層に似た外回を呈し

ている。 知名沢・滝ノ沢では，暗灰色の硬砂岩をはさんでいる。エパナ川のものを顕微

鏡でみると，珪質岩の破片守口鉱物片を多量にふくんでいる。

頁岩 黒色を呈する，苧やシ Jレト質または砂質のものである。かなり桂質である。

まれに植物破片や，厚さ!O em ていどの粗悪炭りレンズをはさんでいる。

屑相は，水平的にも垂直的にも，あまりかわらなし3。ただ，前にのべたように，東部地

域では， I頃砂岩をはさむことが，特ちょう的である。

化石: 砂岩の中に放散虫遺骸が入っているだけである。

層 厚: エパナ川では 320m，ニゴリ沢では 400m 以上，無名沢では 640m 以上であ

る。

*2 滝ノ沢桂質頁岩層 [52J

模式地: 滝ノ沢中流地域，副模式地: 無名沢左岸の事ーおよび第二支流の土流

分 布: 岩部ノ沢・知名沢・滝ノ沢・鹿越沢地域と，エパナ川・風来沢・神波沢地域

に分布している c 中央地域や西南地域には，分布していない。

構造: 各地域とも，前にのべたニゴリ沢砂岩層と，ほぼ同じような構造を示してい

る。

関 係: ニゴリ沢砂岩層とは整合である。厚い頁岩国の下底から，この地層にふくめ

ナこ。

岩質および屑相: 頁岩を主体とし，砂岩およびチャートをはさんでいる。

砂 岩一一一暗灰色または灰青色を呈する，粗粒なν し中粒刀硬砂岩である。一般に，

中山部図幅地域ノJ主夕張川珪質輝禄凝灰岩層+芦別川赤色チャート層に対比されるつ
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塊状の産状主示してν る。頁岩の中に， 5m~lO m ていどの厚さで，はさまれている。

頁 岩一一黒色主主し，かなり桂質である。シルト質・砂質ψ部分がまれにみとめら

れる。一般に，板状ノJ層理面がよく発達してν る。まれに不規則な形の団球をふくんで

u、るョ

チャート 暗緑色・暗灰色・灰白色などを呈し， νずれもち密で堅ν。顕微鏡で簡

察すれば，放政虫遺骸が，多量にみとめられる。

滝ノ沢流域では，砂岩やチャートをはさむことが少なく，ほとんど頁岩で構成されてい

る 3 知名沢流域では，厚さ 10m 前後の， i頑砂岩を， 2~3 枚頁岩の中にはさんでおり，かな

りよい鍵屑として，追跡することができる。 また，厚さ 2m~3m のチャートがみとめら

れる。鹿越附近では，頁岩を主体としており，砂岩の薄層を，ひんぱんにはさんでいる。

またチャートを介在していることが少ない。エパナ川・風来沢では，砂岩をはさむことは，

きわめてまれで，厚さ 3m 以下のチャートを，ひんぱんにはさんでいる。

こ。ょうな各地域応)層相ノ〉ちが U、は，各地域とも断層で，上・下部を欠いてν ること

が多νので，全層につνての水平的変化がどうかは，あきらかでない。ただ比較的全層

にういて観察できる，無名況とエパナ川とを比較すると，あるてν どの水平的な層相変

化がみとめられるっこれは両地域の層厚のちがU、にも，あらわれている。

垂直的には，全屈にわたって頁岩で構成され，下部lこ砂岩，上部にチャートを多くはさ

んでいるようである。

化石: 顕微鏡的に，放散虫がみとめられるだけである。

回厚: 滝ノ沢・知名沢では， 300m 前後である。鹿越附近では， 150m~200 m，エ

ノミナ川・風楽沢では， 100m~150m である。

本

3 無名沢輝緑凝灰岩・砂岩・頁岩層 (53]

模式地: 無名沢下流，副模式地: エパナ川中流

分 布: 主に東部地域と西部地域に分布している。東部地域の分布は，知名沢・滝ノ

沢・岩部ノ沢および鹿越附近である。西部地域の分布は，エパナ川・風楽沢・神山沢の中

流地域である。そのほか，中央北部地域の砂金沢にわずかに分布している。(第 14 図参照)

構造: 無名沢・滝ノ沢では， N20ー W~N 20ー E ・ 400~70° NE~SE の走向・傾斜

を示している。この地域では，逆転構造をとっている。岩部ノ沢上流では， NS~N 10ー W

・ 600~80° E~NE の走向・傾斜を示し， )1国層構造である。鹿越沢では， N100~30 コ E ・

30C~50° SE および NW の走向・傾斜がみとめられ，向斜構造が推定される。また鹿越の

北西地域では， N200~30° E ・ 50° SE の走向・傾斜を示し，逆転している。砂金沢では，

*山部i辺幅地域 v;; 芦別川輝続凝灰岩・チャート・硬砂岩互層に対比される。
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N50コ~70:;W ・ 50
8
SW である。ヱパナHI ・神度沢では， N lOつ~30W ・ 30 つ ~50 つ NE の

順層構造を示している。

関 係: 無名沢地域では，下位層の頁岩の上に，やや凹凸両をもって，輝緑凝灰岩ま

たは輝禄岩がのっている。しかし，構造は下位層と同じである。また，下位層の頁岩・砂

岩・チャートと同じ岩茸のものが，輝禄凝灰岩の問に介在している。したがって，整合と

みて，さしっかえはないであろう。エパナ川地域では，まったく整合巧である。

東郡ょ主域および中央北部地域では，輝緑凝氏岩または輝緑岩から，西部註域では，厚い

硬砂岩の下底から，それぞれこの地屑にふくめた。

岩質および層相: 輝緑凝灰岩・輝緑岩と，砂岩・頁岩・チャートなと、から構成される

地屈である♀

輝禄凝灰岩・ ー暗緑色を呈している c 部分的に集塊岩状となワているが，一般にトマ

ム輝緑凝灰岩層のものより細粒である c

輝緑岩一一ー一般に暗緑色を呈している。かなり畑粒で，砂岩 Jつような外視を示し，斑 j

品がほとんどみとめられないものと，斑品がみられるものとがある。前者は，塊状の産

状を呈し，輝緑凝灰岩との境界が，はワきりしなし、c 後者は，枕状熔岩の産状を示して

し、ることが多い。

なお顕微鈴の観察は，あとでのべる

砂岩・頁岩・チャートー一東部地域では， -I'位層 D ものと，まったく同じ岩質を示し

て u、る。輝総凝灰岩心中に， 10m てし、どの厚さで介在している。西部地域ゎ砂岩は，新

第 15 図 無名沢輝紋凝灰岩・砂岩・頁岩層 D なかの枕状熔岩(無名沢沢口附近)

(小山内撮影)
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鮮な面で l士暗緑灰色を，風化面では灰白色を，それぞれ呈してν る。粗粒で傑質の部分

もみとめられる 3 こ白砂岩は，風化すると外観は，ニゴリ沢砂岩層・四ノ j尺砂岩層 J) も

のと，よく似ている。 顕微鏡でみると，火山岩片や鉱物片をふくんでおり，東部地域 J)

砂容と区別がワかなν 。

東部地域の層相(東部層相〉は，第 16 図に示したように，水平的には，かなりはげしく

変化している。中央北部地域の砂金沢では，東部地域の層相と似ているが，輝1~1凝!死岩や

輝緑岩が多く，砂岩をはさむことは，まれである。エパナJll (西部属相)では，東部地域

のものと，同一層準にもかかわらず，前にのべたような，砂岩だけで構成されている。

垂直的にみると，東部屑相は，下部・中部・上部に，それぞれ輝緑岩または輝禄凝灰岩

が発達している。その聞に，砂岩・頁岩・チャートなどをはさんでいる。

西部層相は，下部は板状砂岩で構成され，中部は塊状砂岩で，礁賀砂岩がみとめられる。

また，砂質頁岩の薄層をはさんでいるコ上部は下部と同じような版状砂岩と塊;1犬砂岩とな

っている。

化石: 顕微続的に，砂岩・頁岩の中に放散虫がみられる。

屑厚: 無名沢では 280m，鹿越附近では 150 m~160 m，砂金沢では 300m 土，エパ

ナ川では 150m 士である。

x

4エパナ砂岩・頁岩互層 (54J

模式地: エパナ川下流部

う 布: おもに西部地域(吉凶沢・エパナ川・風来沢・神泣沢)に分布している。乙

のほか，東部地域(岩部ノ沢・知名沢・不二ノ沢などの上流)にわずかに分布している。

構造: 下位層と，ほぼ同じような構造を示している。模式地附近では，局部的に，

小摺曲構造が発達している。(第 17 図参照)

関係: 下位屑とは整合均である。

東部地域では，輝緑岩または輝緑凝灰岩の上限を境lこした。また，西部地峡では，互層

部の下底をJ立にした。

岩質および屑相: 頁岩と砂岩との互層から構成されているつ

頁岩一一黒色を呈し，一般に板状であワて，粘板岩のような外観を示してし、る。砂

質・シルト質のものもみとめられる。

砂 岩十一一新鮮面では，帯青灰色または暗緑灰色を，風化面では，暗灰色・灰白色を

それぞれ呈している。中粒ないし粗粒のものが多い。

大きくみると，西部地域では，砂岩が多くなったり，頁岩が優勢になったりする薄互層

*山部図幅地域の奈英川チャート層に対比されるつ
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第 17 図 エパナ砂岩・頁岩互層り露出(小間曲構造がみとめられる) (小山内 m彰j

である c 東部地械では，一般に頁岩にとんでおり，下部にj享さ 1m ていどの砂岩を， 3~5

枚はさんでいるだけである。

垂直的にみると，模式地では，全層を通じて薄互属である c しかし，上部ではしだいに

頁岩が多くなって，上位層に漸移している。また，下部には厚さ 20cm の，暗緑色の凝灰

岩を，中部には厚さ 15cm~20cm ていと、の粗悪炭をはさんでいる。東部地域では，全層

を通じ，ほとんどかわらない。

屑厚: 西部地域では 400m 土，東部地域では， 300m 土である c

5吉凶沢頁岩層 (55J

模式地: 吉凶沢下流部

分 布: 主に西部地域(吉凶沢)に分布しているこ東部地域では，知名沢・不二ノ沢

上流などに，わずかに分布しているだけである。

構造: 下位屑と，ほぼ同じような走向・傾斜を示している。

関 係: ド位尉とは整合的である。西部地域では，中川屑に不整合におおわれている。

岩買および層相: ほとんど頁岩から構成されている。まれに砂岩をはさんでいる。

司、山部図幅地域の奈英川珪質岩層に対比される。
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頁 岩一一下位層心頁岩にくらべて，一般に軟質であって，蝦夷履群ノJ頁岩とよく似

ている。しかし一部には，伊や珪質なものもみとめられる。

全層を通じて，ほとんど，均質な，板状を呈する頁岩からなっており，層相の変化は，

あまりはげしくない。ただ上部には，厚さ 2m-3m の，粗粒で暗灰色~灰白色を呈する

砂岩をはさんでいる Q

層厚: 350m十

'2i)

III.2.2 蝦夷層群

蝦夷層群は，岩相および古生物によって，下位から， (1) 富良野層， (2) 中]l[ J層， (3)

浦河層の 3 層に大きくわけられる。 これらの地層の特ちょうは，1.模式的なフリザシェ

型の堆積物で構成されていること， 2. 空知層群に普遍的にみられた放散虫は，まったくみ

られないこと， 3. Ammonite や Inoceramus などの化石をふくんでいること， 4. 富良野

層と中川層の問に，不整合関係がみとめられること， 5. 空知層群にくらべて，中性ないし

酸性の凝灰岩層にとんでいること，などである。

*浦河層の上位に，函淵層の存在が推定されていたが，あきらかにできなかワたョしか

し存在するとすれば，層位的にみて老根別山頂附近であろうと考えられる。

'2(;)*
III.2.2.1 富良野層

富良野層は，岩相によって，下位からさらに，1.四ノ沢砂岩層， 2. ペンケヤーラ頁岩

層に細分される。

1四ノ沢砂岩層 (FIJ

模式地: 四ノ沢流域，副模式地: 国鉄根室本線の金山駅から，東方約 4km の鉄道

切割り。

分 布: 東部地域では，ぺンケヤーラ川右岸の山腹および岩部ノ沢流域などに，分布

している。中央北部地域では，四ノ沢流域と，ニゴリ沢左岸の山腹などに発達しているつ

構造: 大きくみると，ほぼ南北性の走向をとり，やや単純な摺曲構造がみとめられ

る。

副模式地附近では， N1O ~-20° E ・ 50°_60° NW の走向・傾斜を示してV る。岩部

ノ沢流域では， N20ー_40ー W ・ 40°_90° SW-NE である。 また，四ノ沢流域では，

N20ー_40ー E ・ 50°_70° SW である。

関 係: 下位屑とは，ほとんど断層で接しているため，空知層群との直接の関係は，

申下部蝦夷層群。

料富問砂岩層に対比されるコ
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21)21',)
この図 l福内ではあきらかでな l)o しかし，山部・下富良野両図幅地域では，整合的である

とされているコ

岩質および層相: ほとんど砂岩で溝成され，頁岩の薄層をはさんでいるコ

砂岩一一新鮮面では，帯青灰色・風化面では，灰白色を呈して U、る。かなり粗粒な

ものと，細粒ノJ も刀とがみとめられる。粗粒砂岩は，肉眼的に，青・赤・緑などを呈す

る珪質岩片・チャート片および石英粒がみとめられる。局部的には，傑岩または磯質砂

岩が発達して ν る。一般に，前にのベたニゴリ沢砂岩層 :J) 砂岩と，ひじようにょくにて

いる。しかし，基質はこの地層の砂岩C1)方が粗粒である。顕微鏡で観察すると，玄武岩

質岩片・安山岩質岩片および珪質岩片・チャート片などのほか，斜・長石・角閃石・雲母

片・石英粒などがみとめられる。このほか植物片らしいものが，入っている。空知層群

の砂岩中に，普通にみとめられる放散虫は，この砂岩には，まったくみとめられな 11'0

中央地域では，全屑を通じて，厚い促状の産状を示す砂岩で構成され，岩相の変化は，

;j(平的にも垂直的にも，あまりみとめられない。ただ中部に頁岩または砂質頁岩の薄厚を

はさむことがあるコ東部地域では，棟質砂岩と牒岩が発達している。しかしここでは，断

層で下部をうしなっているので，岩相変化の様子は，あきらかでない Q

層厚: 200m 以上

2 ペンケヤーラ頁岩層 (F2J

模式地: ぺンケヤーラ川流域，副模式地: 岩部ノ沢の下流部。

分 布: 東部地域では，富士川東側の山腹・ぺンケヤーラ川東側山腹・岩部ノ沢流域

などに，ほぼ南北の方向に分布している。中央北部地域では，四ノ沢上流・ニゴリ沢と森

田ノ沢との聞のトナシベツ川本流流域・ニゴリ沢の百側のru陵などの地域l乙それぞれ発

達している。以上のほか，石灰沢・シャクナグ沢・ 14 線沢・ぺンケ、ンェノレ川・シム川な

どの中・上流に，不連続的に分布している。また， トナシベツ川下流部・閃幅北端の空知

川沿岸・金山市街ノ沢下;五百・ホロカ沢下流部などに，わず、かにみられる。

構造: 主な分布i"Lt域(東部地域および、中央北部地域)では， 下位の地層の構造とほ

とんどかわらないコ石灰沢から、ンム川上流までの，トマム街上断層の西側の分布地域では，

N20ー E~N 20 コ w ・ 50 二~80 ニ NE~SE の走向と逆転傾斜を示している。 また，金山市街

ノ沢・ホロカ沢などの分布地域では， N10ー E~N 20ー W • 60o~80° SE~NE の走向・傾

斜を示し，複雑な摺I山構造を示している。

関 係: 下位層とは，整合漸移関係である。いちおう頁岩の多くなる部分から-の

地層にふくめたっ

*山部・下富良野図幅地域む島ノ下頁岩層に対比される。
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第 18 図 ペンケヤーラ頁岩層の露出(空知川沿岸)

いちじるしく圧砕されて，互層の砂岩が

磯状になっている。(小山内撮影)

砂岩一一帯青灰色を呈

するものが多く，いろし、ろ

な粒1支のものがみとめられ

る。頁岩と薄い互層状態、を

示していることが多いが，

石灰岩層準には，粗粒・塊

状の厚い砂岩が発達している。

石灰岩一ーオルピトリーナ石灰岩と，呼ばれているものである c この石灰岩の露出地

点は，石灰沢・シャクナゲ沢・峠下ノ沢・ 14 線:尺・シム川上流の左岸支流およびホロカ

沢入口附近などである。新鮮な面では，灰白色と呈しているが，風化すると淡禍灰白色

となっている。一般に， レンズ状で，頁岩および砂岩の中に介在している。もワとも大

きな岩体は，石灰沢のもので，厚さ 25m 前後，露頭面の高さ 20m ていどである。その

ほかの地点の岩体は，いずれも小さし厚さ 10 m-15m，露頭面の高さ 5m ていどの

ものである。ホロカ沢入口のものは， 1m x0.5mx0.8m ていどの IJ 、レンズである。山

部・下富良野 V) 両図幅地域では，この石灰岩の同層準のものから，多数の化石を産出し
21)26)

ている。しかし，こわ図幅地域では，化石をほとんど発見することができなかった。

岩質および層相: 頁岩を

主要構成員とし，砂岩・岩灰

岩をはさんでいる。まれに団

球をふくんでいる。

頁岩一階灰色を呈し

ている c 一般に，板状産

状ヲ示しているが，小片に

破砕して V ることが多い。

砂質やシルト質および泥質

の部分がみとめられる。金

山市街ノ沢・岩部ノ j凡など

では，砂質のこまか v、縞目

の発達した頁岩や，赤旬、縞

目とみとめられる頁岩が分

布してし、る。これは，石灰

岩ノ J層準からやや下位にあ

たり，鍵層として追跡でき

る岩相である。

部分 ~S に断層で欠除しているため，屑相変化の状態を，全域にわたって観察することは

むずかしい。したがって水平的な層相変化は，あきらかでない。垂直的には，大きくみる
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第 19 図第四国の接写 (小山内撮影〕

層厚: 700m 以上

と，頁岩を主体とし，砂岩をは

さむ居中日を示している c 一部に

は頁岩と砂岩の薄互層部もみと

められるが，断層で切られてい

るため，全屑のどの部分にあた

るのかは，あきらかでない J 石

灰岩は，比較自立上部の!凶準に発

達しているこl

化石: この図幅地民では

発見できなかったーしかし，図

幅北端の空知川沿岸の石灰岩か

ら，次のような化石が報白され

こ2) :2め

ている c

Orbitolinadiscoideaｭ

conoideaYABE

etHANZAWA

Pycnoρoridium loba/um

YABEetTOYAMA

Pseudocylamminasp.

Eugyrasp.

III.2.2.2 中川層

中川屑は，岩相によって，下位から，1. トナシベツ砂岩屑， 2. ぺンケシェノレ砂岩・頁

岩層， 3. 森田ノ沢凝灰岩層， 4. 三点沢頁岩層， 5. 八線沢砂岩・頁岩層， 6. Vムカワ砂

岩層，にわけられる。

半

1 トナシベツ砂岩層 (N!J
~口!て

模式地: トナシベツ川本流で，森田ノ沢口附近から，森林鉄道 9km 附;5:までの地域

である c

分 布: 東部地域では， トマム街上断層の西側の摺曲帯に，反復しながら分布してい

*山部・下富良野図幅地域の笠森沢砂岩礁岩層に対比される c

**ポントナシベツ川。
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る。中央地鼠では，二ノ沢流域・金山市街ノ沢中流・パンケ ν ェノレ川上流などに分布する

ほか，模式地附近・森田ノ沢下流・ローネベブ川下流などに分布している。西部i也域では，

吉凶沢の沢口附近から，エパナ川下流部を横切り， トナネ/ペツ川中流まで，南北の方向性

をとって，分布しているつそのほか， νマブレベツ川流域に分布している。(第 20 図参照)

第 20 図 トナシベツ砂岩層および森田ノ沢凝灰岩層分布図 (小山内原闘)

N1 : トナシベツ砂岩層 N3 : 森田ノ沢凝灰岩層

構造: 一般に，南北性の走向をもち，かなり複雑な摺曲構造を示している 3 ことに

東部地域では，東に傾斜した等斜摺曲をくりかえしている。

関 係: 東部地域では，ペンケヤーラ頁岩層のオノレピトリーナ石灰岩のすぐ上に，中

央地域では，オノレピトリーナ石灰岩の下の層準になる縞状頁岩の上に，また西部地域では，

空知層群の上に直接，それぞれ不整合にのっている。

岩質および層相: 砂岩・棟岩を主要な構成員とし，頁岩の薄層をはさんでいる 3

砂岩 暗青灰色または帯青~帯緑灰色を呈し，いろいろな粒度のものが，みとめ
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られる。一般に，塊状c産状を呈してν るが，厚さ 50 cm-100em ていどの板状を示す

部分もみとめられるコまれに植物葉破片守口，粗悪炭 f)薄層をはさむことがある Q 顕微鏡

でみると，空知層群})岩片や石灰岩片など乞ふくんでいるコ

頁岩 暗灰色または黒色を呈して旬、るコ砂岩刀問に， lO cm-50cm て ν ど心厚

さで，介在してν るコ

礎岩一一喋は ， IJ、豆大から拳大/;'大きさ/)ものが多」、。ほとんど円磨されているコ

探f)種類は，主にチャート・粘板岩・頁岩・砂岩で，まれに石灰岩もみとめられる。基

質は，粗粒の砂，つ場合と， シルト/;'場合とがあるコ前者は，東部地域，中央地域D基底

部および， レンズ状ヴ喋岩に多くみられるコ後者は， トナシベツ川中流およびエパナ川

下流む基底傑岩にみとめられるコ

j函相は， ft平的にも垂直的にも，一様ではないコ(市 21 図参照)

エパナ川では，均質な粗粒・塊状砂岩で構成されてν るが，基底部には，基質がシ Jレ

ト心薄 v、傑岩層がみとめられるコトナシベツ川中流では，細粒~中粒えノ板状砂岩であるコ

森田ノ沢沢口附近では，下部は粗粒~中粒ノJ塊状または板状刀砂岩からなり，その聞に，

小団球をふくむ砂質頁岩およびレンズ状諜岩層などをはさんでいる。上部は，下部と同

じような砂岩からなってν るが， レンズ状喋岩層み介在が下部より多くなうでし、るコト

ナシベツ JII わド流部では，喋岩および傑質粗粒砂岩が発達している。金山市街ノ沢およ

びホロカ沢附近では，下部が喋岩および粗粒砂岩で構成され，上部は板状砂岩の多ν互

層となぞコているコトマム川では，厚さ 1m-2m て U 、どみ板状砂岩と，頁岩り薄層から

な・っているつ

以上のような層相の水平変化を，西部地域と，中央地域・東部地域とで比較すると， i欠

のとおりであるコ

礁の大きさ[失点ある U は指頭大ま同

傑岩む基質(シルト岩または細粒砂岩コ l 粗粒砂岩o

|頁岩のはさみはほとんどみられ l
地層中心はさみ!なIi '2 石炭刀薄層をはさも?と l R?? ど頁岩を多くはさんで

|があるつ |

|塊状砂岩・磯岩から，砂岩-
fと ほとんど一様な塊状砂岩コ |

|頁岩の互層となワている。

1

350m

表第

東部地域央中:rEX地部西

拳大から人頭大手

AT 之
クι直主

厚!きわめて薄 ν40m- 印層

基底部から約 20m 上位の砂岩の中から，石:

Mortoniceras(Mortoniceras)sp.1 個体を採集しただけである。
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第 21 図 トナシベツ砂岩層の層相の変イ七 「小山内原因)

W: 西部地域 ---a トナシベツ川中流 b エパナ川下流

T: 森田ノ沢沢口附近一一c 西翼部 d 東翼部

E: 東部地域 e トナシベツ川下流 f 金山市街ノ沢

54: ェパナ砂岩・頁岩互層 F2: ペンケヤーラ頁岩層

N1 : トナシベツ砂岩層 N2 ぺンケシェル砂岩・頁岩層

1:喋岩(泥の基質) 2: 合同球頁岩 3: 砂岩・頁岩互層 4: 板状砂岩

5: 合諜砂岩 6: 塊状砂岩 7: 傑岩(砂ゎ基質) 8: 頁岩 9: 合化石層準

40rn-300rno(第 21 同参照)厚:層

一般に東部地域ほど厚くなっでいる c また南北方向で比較すると，南部ほど厚くなる傾

- 28-
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*2ペンケシュル砂岩・頁岩層 (Nz)

模式地: ぺンケシユノレ川中流部，副模式池: νム川右股上流(右左府図幅内)

分 布: トナシベツ砂岩}WHの分布と，ほぼ同じである♀

構 造: トナシベツ砂岩国と，ほぼ同じような走向・傾斜を示している。

関 係: 下位屈とは，整合漸移している。東部地域では， トナ νベヅ砂岩層と漸移し

ているので，頁岩の優勢な部分から，いちおうこの地層にふくめた。西部地域では，下位

層とはかなりはっきりした岩相のちがいがみとめられるが，まったく整合均である。

第 22 図 ペンケシユル砂岩・頁岩層の露出(ペンケシェル}II) (小山内撮影)

岩質および屑相: 頁岩と砂岩と互層で構成されているが，一般に頁岩にとんでいる 3

頁岩一一府灰色を呈し，一般に，板状の部分が多u 、 o ~やシノレト質D部分もみとめ

られる。

砂岩一一':言語表~dHf青灰色を呈し，一般に，細粒なν し中粒である。厚さ 5em~lOem

てレどで， 50em~1 m の頁岩と互層している。

以上刀ほか， J亨さ lem ていどの黄白色凝灰岩を，わずかにはさんで、旬、る。

屈 i、目は，水平的lこは，やや変化がみとめられるコすなわち，東部地域では頁岩と砂岩の

律動的な互屈であるが，西部地域では，砂岩の介在が少なくなっている。垂直的には，い

ちじるしい変化はみとめられないっ

*山部・下富良野図幅地域の馬内川頁岩層の下部に相当する。
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第 23 図 ベンケシェル砂岩・頁岩層の露出(トマム JI I) (/1、山内扱星空)

この地屑には，少量の団球をふくんでいるが，化石はほとんどみとめられない。

層厚: 200m 前後

3森田ノ沢凝灰岩層 (N3J

模式地: 金近沢の下流および金近沢と森田ノ沢との合流点附近。

分布: この地層の分布地域は，下位層の分布地域と同じような地域である。(第 20

図参照)

構造: 下位層の構造と，まったくかわっていない3

関 係: 下位層とは整合漸移している c チャート状の凝灰岩から，この地層にふくめ

たと

岩質および層相: 凝灰岩および頁岩で構成されている。

凝灰岩一ー乳白色あるいは;市青灰色を呈し，きわめて細粒・ち密である。かなり堅硬

でチャートのようにみえる。

頁岩一一一般に，暗灰色主呈し，板状の産状を示していることが多い。凝灰岩D 下

盤や上盤の頁岩は，帯青暗灰色を呈し，凝灰質である c

一般に，凝灰岩と頁岩とが，互層状態を示しており，水平的にも垂直的lこか〉ちじるし

い変化はみとめられない。

層 厚: 凝り{岩そのものの厚さは，せいぜい 5m 以下である。しかし，頁岩をふくめ

*山部・下富良野図幅地域D馬内川頁岩層 ;1J-部に介在する凝J灰岩層に相当する。
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たこの地層の厚さは， 100m 近くみつもられる

ヰ

4三点沢頁岩層 (N4J

模式地: 三点沢流域。

分 布: おもな分布は，金山から占冠まで，幅 5km の南北にわたるヰ帯であるこ こ

のほか，森田ノ沢流域からトナ Vベツ本流までの地域，および百南市のハンクモユーパロ

Jrr流域l三分布している。

持 造: トマム川・パユノケシェノレ川流域では， N lO二 ~45 コ w ・ 45 つ ~80 ニ NE， トナシ

ベツ川やパシケヤーラ川流域では， NlOo~20° E ・ 500~80° SE の走向・傾斜を示してい

るミこれらの地域では，複雑な摺IlB構造がみとめられ，逆転構造を示してl) る場合が多い。

森田ノ沢・トナキ/ペツ川では，一般に， N10ー E~N 10 コ W • 300~70° NW~NEの走向・

傾斜を示している。また，パンケモユーパロ川流域では，N lO二~20°E ・ 500~60°SEで

あるJ

関係: 下位屑とは，1斬

移的である。したがって下位

屑の凝灰岩の上限を境にし

Ar>た

岩質および層相: 頁岩が

おもな構成員で，砂岩および

凝灰岩をはさんでいる。

頁岩一黒色または暗

灰色を呈している。シルト

質および守口や砂質の部分も

みとめられる。一般に塊状

の産状を呈しているが，下

部には，板状あるνは細い

長柱状にわれる産状を示す

部分がある。

砂岩一暗青灰色また

は灰色を呈し，一般に，中

粒や細粒のものである。下

部には，肉眼的に雲母片1)

牛馬内川頁岩層の一部。

第 24 図三点沢頁岩層1) 下部に発達する

互層部 (14 線沢) (小山内撮膨)
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みとめられる，凝灰質砂岩の薄層が発達してν るつ

凝灰岩一一黄白色を示し，粗粒のもの，細粒のものなどがみとめられるつ一般に軟質

である。厚さ 3mm~5mm のきわめて薄いもので， 30m~50m ごとに，頁岩の中に介

在している。

層相の水平均な変化は，全層についてはあきらかでなしコつしかし，模式辿附近で，下部

に発達する互層部は，西部地域では，みあたらない。垂直的には，下部は，頁岩の多い互

層または頁岩だけで構成されている。東部地域では，砂岩の多い互屑部が， 3 帯ほど発達

しており，あるていど鍵層として追跡、できる。上部は，ほとんど頁岩だけで構成され，凝

灰岩の薄尉を，介在している単調な地層である。

三点沢下流・一体沢下流域では，上にかべた 3;貯の互層部。層準が，間的と断層のた

め， くりかえし露出しており，厚い互層部が発達しているようにみえる。

一般に，下位の地層よりは，団球・団塊を多くふくんでいるが，それらには化石はほと

んどみあたらない。

層厚: 80m~100 m
市

5八線沢砂岩・頁岩層 (NsJ

模式地: 八線、沢の流域，副模式地: シム川右股の下流部。

分布: 中央南部地域にかぎられている。

構造: 一般に， NlOo~30° W ・ 500~80° NE の走向・傾斜を示している。ほとん

ど逆転樟造を示している。

関係: 下位層とは整合である。互層部の下底から，この地層にふくめた。

岩質および層栢: 砂岩および頁岩の互層で構成されている。

砂岩 ~-i;}~青灰色を呈する，中粒ないし細粒の砂岩である。上部では粗粒で灰白色

を呈する凝灰質砂岩がみとめられる。一般に，板状り産状を呈してν ることが多い。

頁岩一一岩質は，下位層りものとかわらない。

水平的な層相の変化はほとんどみとめられない。垂直的には，部分的に砂岩にとんだ互

層部や頁岩の多い互層部がみられる。しかしほとんどは，厚さ 30cm 以下の砂岩と，同じ

厚さの頁岩との互層で構成されている。上部には，粗粒凝りと質砂岩の薄層をはさんでいる。

屑 厚: 模式地では， 270m，そのほかの地域では 300m 以上である。

料
近
、U

有

団
関

層
仁

開
刊

ワ
}

ム

カ

ν

ム‘
ン

6

地式模

午馬内川頁岩層ο一部に相当する。

牢*山部・下富良野図幅地域の近藤山砂岩層に対比される。
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分 布: 中央南部の地域にかぎられている Q

構 造: 一般に N 200~40° W ・ 500~80° NE の走向・傾斜を示している。下位層と

同じように逆転構造をとっている。

関 係: 下位同とは整合である。厚い粗粒砂岩の下限から，この地層にふくめた。

岩質および層J、日: 砂岩で構成されている。まれに，砂質頁岩の薄層をはさんでいる。

砂 岩 ←帯青灰色または灰白色を呈し，粗粒のものが多い。部分的に小豆大の，頁

岩・砂岩などの円傑，角擦を合む，操質砂岩がみられる。一般に凝灰質であづて，肉眼

で，石英粒がみとめられる。塊状の産状を呈していることが多いが，層理面はみわける

ことができる。部分的に，板状となっているところもある。

模式地附近では，中部lこ砂質頁岩の薄層のはさみが，みとめられるだけで，垂直的にも，

水平均にも，層相の変化は，あまりみとめられない。

化石: 化石はみとめられない。

層厚: 模式地では， 220m である。

III.2.2.3 浦河層

?~J 河層は，岩相によって，下位から， (1) 占冠頁岩層， (2) ー休沢凝灰岩層， (3) ホロ

カ沢砂岩層， (4) ローネベヅ砂岩・頁岩層に細分される。

この地層は，一般に Ammonite や Inoceramus などの動物化石を，ふくんでいることが，

特ちょうである。

本

1 占冠頁岩層 CUd

模式地: 占冠市街地附近

分 布: 主に図幅の中央南部地成(占冠附近〉・湯ノ、沢上流地域・八線沢流域などに分

布している。このほか，ローネベツ川の中・下流部にも分布している。

構造: 模式地附近および八線沢流域では， NS の走向をもち ， 60°--.80° 東に傾斜し

ている。この地域では，ほとんど逆転し，断層で複雑に重復している。一休沢上流および，

ローネベツ川中流地域では， NlOo~20° E ・ 15°~40° SE の走向・傾斜を示し，順層構造

をとっている。

関係: 下位層とは整合的である。

岩質および層相: 頁岩が主要構成員である。このほか，砂岩・凝灰岩などをはさんで

v) る。

*下富良野!盟幅地域の下部泥岩層に対比される。

- 33-



頁岩一一暗灰色または黒色を呈し，塊状の産状を示すことが多い。部分的に板状と

なっている。まれに，人頭大以下の石灰質団球や砂質団球を含み，保存のわるい化石を

産する。

砂岩ー一一灰白色または帯青灰色で，一般に中粒~細粒である。厚さ 50cm 以下の薄

層で，頁岩中に入ワている。

凝灰岩一一黄白色を呈し，一般に細粒均質である。厚さ 5cm 以下の薄層である。

砂炭・凝灰岩は，ともに頁岩の中に，まれに介在している。

一般に，単調な層相を示しており，水平的にも，垂直的にも屑相変化は，はげしくない。

化石: ローネベヅ川中流，ー休沢上流，および占冠市街附近から，次のような化石

を採集した。

ローネペツ }Il

InoceramusezoensisYOK.

InoceramusnaumanniYOK.

一体沢

InoceramusjaponicusNAG.etMAT.

InoceramusnaumanniYOK.

占冠市街附近

Puzosiasp.

Gau d:η'ceras sp.

InoceramusuwajimensisYEHARA

Scalaritessp.

層厚: 400m 以上

ヰ

2ー休沢凝灰岩層 [U2J

模式地: ー休沢上流の左二股沢および下流の左沢，副模式地: ローネベツ川上流。

分 布: ー休沢上流地域およびローネベヅ川中・上流地域。

構造: 模式地では， N40
0
-50

0
W ・ 15°-30° NE，副模式地では， N10ー_20ー E ・

15ー_30ー SE の走向および傾斜をそれぞれ示している。いずれも，順層構造を示しており，

傾斜のゆるいことが，特ちょうである。

関 係: 下位層とは整合である。この関係は，模式地で観察することができる。

岩質および層相: 凝灰岩・砂岩および頁岩で構成されている。

凝灰岩一一ー灰白色・帯青灰色・乳灰白色・黄禍白色など，いろいろな色調を示してい

る c また粒度も，粗粒なものから，きわめて，細粒の均質な，チャート状のものなどが

キ月見砂岩層の一部に対比。
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第 25 図ー休沢凝灰岩層の露出 (小山内撮影)

凝灰質砂岩と頁岩(ローネペツ fir)。上部は，段丘礎層でおおわれている。

ある。これらが，厚さ 20cm-30cm，時には 1m ていどで，縞状の互層を示している。

粗粒なものは，肉眼で黒雲母片がみとめられる c 硬さも，粒度のちがいで，一様ではな

いc 一般にチャート状のものは，きわめて堅硬で，チャートと見まちがうことがある。

砂岩一一帯青灰白質を呈し，一般に粗粒である。非常に凝灰質なことが，特ちょう

的である。ローネベツ川では，厚u、塊状の産状を示している c 模式地では，凝灰岩と 3

m-10m ていどに互層している。

頁岩一一暗灰色または灰色を呈し，シルト質・泥質・凝灰質などのものがある。い

づれも，凝灰岩・砂岩の中に， 1m-2m の厚さで，介在している。一般に，板状層理面

が発達してヤる。

模式地では凝灰岩が，非常に厚く，また，全屑の中に 10 数枚みわけることができるが，

副模式地では，この凝灰岩は模式地にくらべて薄く，枚数も少い。これに反して，模式地

では，砂岩は凝灰岩と 3m-5m ごとに互層してp るていどであるが，副模式地では， 20

m-30m 、の厚さの塊状砂岩が発達している。

垂直的には，分布地域を通じてみると，下部は凝灰岩が多く，上部は砂岩にとんでいる。

屑厚: 200m-300m

*3 ホロカ沢砂岩層 (U3)

*月見砂岩層/)一部に対比。
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模式地: ホロカ沢左股上流，副模式地: ぺぺ νェノレ川上流地域。

分 布: ホロカ沢上流・ー休沢上流・ローネベツ川中・上流およびペペシェノレ川上流

などの地域。

構造: ホロカ沢では， N300~40° W • 300~40° SW，ローネベツ川流域では， N 10。

~25° E ・ 5°~40° SE，一休沢流域では， N300~45° W ・ 15°~25° NE, ペペシェノレ川上

流では， N400~50° .30ー SW および N 500~60° E ・ SE30° などの走向・傾斜を，それぞ

れ示している。これらの走向・傾斜から，老根別山山頂附近・ぺぺ主/ェノレ川上流地域に，

向斜構造のあることが想定される。

関 係: 下位層とは漸移的である。厚い砂岩と，薄い頁岩との互層部の基底から，こ

の地層にふくめた。

岩質および層相: 砂岩を主とし，頁岩をはさむ地層である。

第 26 図 ホロカ沢砂岩層の露出 (小山内撮彰)

砂 岩一一一一一般に灰白色または培灰色を呈し，粗粒なものから細粒なものまでみとめ

られる。 νずれも凝灰質で，塊状 rT) 産状を旦することが多い。ローネベツ川上流地域で

は， 頁岩・砂岩などの小岩片や， ボール状 D凝灰質団球(経 2cm~3cm) を多くふく

む，礎質砂岩が，基底部近くに発達して ν る。また Inoceramus の破片を多量にふ〈ん

でおり，かなり特ちょう的である。

頁岩 暗灰色または暗樹灰色を呈している。一般に，シルト質である。板状層理面
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が発達しており，砂岩の中に， 3m-15m ていどの厚きで介在している。化石をふくむ，

径 20cm-30cm の砂質団球・石灰質団球が，散点的にみとめられる。また ， Inoceramus

む破片をふくんでいる。

屑相の水平的な変化は，あまりみとめられな C :lc 垂直的には，下部は，板状および塊状

の砂岩を主とし，疎 1'1砂岩および頁岩をはさんでいる。上部は，ほとんど塊状砂岩で構成

されている。

化石: ローネベツ上流域の団球の中から次のような化石を採集した ο

Eupachydiscusharadai(lIMBO)

InoceramusjaponicusNAG.etMAT.

Inoceramusschmidti(MICHAEL)

II丘j 厚 400m 以 h

4 ローネベツ砂岩・頁岩層 (U4J

模式地: ホロカ沢の左股沢上流，副模式地: ぺぺシェノレ川上流地域。

分 布: 下位屑と同じような分布を示しているが，とくに，前にのべた向斜軸部に，

主要な分布がみられる。

構 造: ホロカ沢上流では， N20
Q

-308
W ・ 30つ -40SW，ぺペキ/ェノレ川上流では，

N50c_100 E ・ 10°_30° SE および N 30°-50コ w ・ 10 コ _40
0
SW の走向・傾斜を，それぞ

れ示している。ー休沢・湯ノ沢などの上流では，断層で向斜構造の東翼部が欠除し，西翼

部だけが分布している。

関 係: 下位層とは整合で漸移してし::>る。頁岩を主とし，砂岩の薄屈をはさむ地層の

下底からこの地層にふくめた。

岩質および層相: 頁岩を主とし，砂岩をはさむ地層である。

頁岩一暗灰色を呈している。シルト質U部分もみとめられるが，一般に泥質の部

分が卓越している。塊状.1)産状主示していることが多い c

砂 岩一一暗灰色・帯青灰白色などを呈し，中粒または細粒である c 一般に，やや凝

灰質である。頁岩みなかに， 2m-3m ていどで介在しており，板状D産状を示してい

る c ベペシェル川地域で t土，厚さ 50cm-60cm の中粒砂岩脈が，みとめられる。

層相の水平的な変化は，あきらかでない。垂直均にみると，下部は頁岩を主体としてい

る。局部的に泥岩であったり ， Vノレト質であったりしている。この中に，砂岩の薄層(厚

*下富良野図幅地域り上部泥岩層に対比される。
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さ 2m-3m) を 10m-20m おきに，挟在している。上部は，しだいに砂岩の量が多くな

り，頁岩と互層部をつくっている。さらに，上部ではペペνェノレ川でみられるように， 10

m 以上の厚さの，塊状・粗粒砂岩を，はさむようになる。

ホロカ沢下流部・パンケヤーラJIl川口附近の， 段丘礁の中から ， Inoceramusschmidti

MICl 王AEL をもった砂岩礁が，採集されている。したがってローネベツ山頂附近には，ロ

ーネベツ砂岩・頁岩層の上位に， 函淵層群に相当する地層が，分布している可能性があ

る。

層厚: 300m 以上

III.2.3 ニニウ層群

図幅地域の第三系は，いわゆるモラザセ型の堆積物で構成され，稼行可能の石炭層をは
的 I::!) 13)29) G)18)

さむ地層である。この地層は，ニニワ爽炭層および金山爽炭層と呼ばれ，古第三紀あるい

は新第三紀中新世の堆積物とされていた。最近では，新第三紀川端階の堆積物と考えられ

ている。しかし，その一部には，幌内層に相当する地層が，存在するという説も発表され

ている。

* **この図幅では，ニニワ炭田地域のニニワ爽炭層と，金山炭田地域の金山爽炭層を，ひと

まとめにして，ニニク層群としたョまた地質時代については，いちおう川端階と考えられ

***る。

1:))2(l)
なお，詳細な岩質・岩相・その他の記載は，炭田調査報告で発表されているので，ここ

では，概略を説明する。

ニニワ層群は，南西部地域では，比較的まとまった分布を示している。しかし，北部・

東部地域では，後川端造構造運動のため，空知層群・蝦夷層群・蛇紋岩などの問に，たた

みこまれて切れ切れの分布を示している。

断層による転移がいちじるしく，全地域にわたって，一定の走向・傾斜を示していない。

しかし，大きくみると，それぞれのブロックごとに， N30ーW-N50ー E の走向と， 40ー _

80° 東または西傾斜を示している。西南部地域では，小規模な背斜および向斜構造がみと

められる。そのほかの地域では，断層による転移がいちじるしく，摺曲構造は破壊されて

いる。

中この図幅の西南端のパンケニニウ川・ペンケニニウ川および/'.ンケモユーパロ川流域

が，ニニウ炭田にふくめられる。

料註*以外心地域 v第三系分布地域である。

林中くわしくは別に発表する予定。
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第 28 図 ニニウ層群とトマム輝緑凝灰岩層との不整合(ペペシェル}I I) ニ

ニウ層群・ニニウ爽炭層の凝灰質砂岩 (Nc) が下底に;1、礁をもって，トマ

ム輝緑凝灰岩層 (Yl) の上にのっている。 a-b: 不整合面 (石山昭三撮影)

西南部地域およびぺぺ vェノレ川地域では，空知層群の上に，直接不整合にのっている。

しかし十夜沢やトナネ/ベツ川流域では，蝦夷層群中川層の上に，またローネベツ川・湯ノ

沢・三角山沢流域などでは，蝦夷層群浦河層の上に，それぞれ不整合に発達している。さ

らに八線沢土流地域では，一部は蝦夷層群浦河層の上に，一部は空知層群トマム輝緑凝灰

岩層の上にのっており，ニニウ層群の下には， N30ー_50ー W 方向の大きな構造線がかくさ

れている。

ニニワ層群は，岩相によって，下位から， 1· シマフレベツ基底部岩層， 2· 石炭沢泥岩

層， 3· 熊ノ沢蝶岩層， 4. モューパロ泥岩層， 5· ニニウ央炭層， 6. ペンケニニウ砂岩・

様岩層にわけられる。大きくみると，西南部地域では，これらの地層の全屑の発達がみら

れる。しかし，北部地域やペペ ν ェノレ!日・ローネペヅ川・湯ノ沢・八線、沢・三角山沢など

の地域では， νマブレベツ基底疎岩層・石炭泥泥岩層・熊ノ沢疎岩層などの発達がわる

く，モユーパロ泥岩層またはニニワ爽炭層が，礁岩層をもって，基盤岩層の上にのってい

る。

それぞれの地層の特ちょう・層厚などは，第 2 表のようである。また，ニニウ層群から

産出する化石は第 3 表のようである。

- 40-



第 29 図 ニニウ層群ニニウ央炭層のなかの化石礁 (長谷川撮影)

化石は凝灰質砂岩のなかに密集してν る。

第 30 図第 29 図の接写 (長谷川撮影)
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第 表

地層名|構成物|産状 i 特ちょう的な岩質[層相 の変化|層 厚

中‘
t-:l

シマフレベ 砂岩・礁岩 互 層 磯岩の礎:輝緑片岩凝灰岩蛇・粘岩 板岩・ r 70m
ツ基底傑岩 チャート・ ・紋

層

機岩の基質:暗緑色組粒砂

傑v)大きさ:径 200x 1oox50em

砂岩:暗灰~暗緑色粗粒

石炭沢泥持 泥岩球 ・石炭 頁岩:暗灰色塊状 砂4質層i尼岩と泥岩層 が互層，中部に 3 280m
層 団 を合む

団球:泥灰質・介化石を合む
~ の石炭 をはさむ

層熊ノ沢傑岩 砂・岩傑岩・泥岩 互 層 機岩岩 v) 傑片岩:桂岩円・，チ一ャ般ーにト!J ・粘板 十夜沢では，灰揃色の組粒砂岩と
dつ山山円川レハUレ白川~川ノ O叶C唱ihV司りoハ、、万伽m'hm ペ ン ケ シ エゎ礎 、さし、。 なって U 、る Q ぺぺシェル川

十夜沢 10m

モユーパロ 泥合岩む団球を 泥岩れ:暗す灰色・塊状・細片状にわ 大線発部分達沢の地域角で キ品」 塊状青 の 泥色石砂山岩層 ニニウ・十夜沢150m 士，

泥岩層 や U 、。 八 ・三山沢では灰 占冠 75m，ぺぺシェル川

治f -トナシベツ )I11oom

層ニ ウ尭炭 h砂w岩石民・言- 岩礁 互 層 砂砦:凝灰質・諜質板状を示すも 全域む を通じ，互層中に石炭層をは ニエウ 150m，ル40占川m冠.80ト30mナm,
めもある 今C 'IJo へ。ペ シ エ I.レ川岩 冒F ナ シペ ツ 士，ペぺシェ

石炭は膨縮がいちじるしい。 川では，基底に磯層発達っ ローネベツJ1 140m ，トナ

シペツ川9O m， 十夜沢
60m

ペンケニユ 礎傑岩質砂・岩泥岩・ 互 層 傑岩び:暗緑色一暗禍泥岩色の細時磯傑 およ 主に構南部地域れ に発達，北部では砂 ウ 噌18υOm士 川占同冠伽28n505
岩ウ砂層 岩・傑 せんぺい状の の同 岩で成さる。 m+ ，ぺペシェル

m , トナシベツ川|

砂岩:凝灰質・粗粒 十夜沢 100m
λ



第 表

持

持 l

Adulomyasp.

Acila(Acila)sp.

Nuculana(s.s)pennulaYOK.

Portlandi ，α (Portlandella) μlatasei (KANEHARA)

YoldiasobrinaTAKEDA

凡かtilus sp.

Flavamussiumsp.

Delectopectensp.

Ostreasp.

Corbiculasp.

ThyasirabisectaCONRAD

Clinocardiumsp.

Venerupis(Amygdala)japonica(DESHAYES)

Macoma(s.s)tokyoensisYOK.

Spisulasp.

Solensp.

λそya cuna ξ{ormis (BOHM)

NaticajanthostomaDESHAYES

TurritellaporonaiensisTAKEDA

AncistrolepisjaponicusTAKEDA

Balanussp.

Dentaliumsp.

1: シマフレベツ基底礁岩層

2: 石炭沢泥岩層

3: 熊ノ沢礎岩層

4: モユーパロ泥岩層

5: ニニウ爽炭層

6: ペンケニニウ砂岩礁岩層

III.2.4 第 四 系

この述域の第四系は，河岸段丘面の上にのっている段丘堆積物と，沖積地を構成してい

る沖積層とに大きく分けられる。

III.2.4.1 段丘磯層群

段正操層群は，分布高度および比高によって，さらに 3 段の堆積物に細分される。大き

くみると，空知川流域では， トマム川・パンケシェノレ][i流域にくらべて，よく発達してい

る。これは，地形の項でものべたように，河川の侵蝕量の度合および，隆起量のちがいを

示している，と考えられる。したがって両地域の段丘面および堆積物の対比にあたっては，

図幅地域外に発達している段庄の追跡が必要である。この図幅では，とりあえず，比高だ
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けを手掛りとして，いちおうの対比をおこなったが，今後の再検討が必要である。

1第一段段丘堆積物 (TJJ

模式地・ 金山市街の西方および北西方の台地。

分 布: 空知川沿岸だけに，かぎられており， トマム川・パンケシェノレ川流域では，

あきらかでない。空知川流域では，金山市街の北西方の，標高 370 m~420m の平坦台地

に，もっとも模式的に分布しており，乙のほか，上流地域の標高 400m 附近の平坦面をつ

くって分布している。

岩質および層相: 操・砂および粘土などから構成されている。

礎 コブシ大以下のものが多い。あまり 7k磨されていない。火山岩礁および空知層

群のものと考えられる，よく円磨された珪質岩などがみとめられる。

砂・粘土十ーともに火山灰質である。

全層にわたる露出がみとめられないので，層相のくわしいことは，不明である。しかし

分布地域には，礁が散在しており，さらに，小露出で砂・粘土層およびその風化物がみと

められる c

屑厚: 少なくとも 2m に達する c

2 第二段段丘堆積物 (T2J

模式地: 金山市街の北西台地。

分 布: おもに空知川流域に分布している。 トマム川・パンケネ/ュノレ川流域では，非

常に散点的に，小さく分布しているだけである。模式地附近では，標高 340 m~360 m の

台地面を形成しているが， トマム川・パシケ乙/ェノレ川流域では， 400m~420m の小さな

平坦台地面を構成している c

岩質および層相: 牒および砂・粘土などから構成されている。

礎 空知川流域では，人頭大以下の，やや角礎状り火山岩礁が，多くみとめられる。

このほか，空知層群・蝦夷層群から供給されたと考えられる，円磨されたチャート・砂

岩・頁岩などの，指頭大前後のIJ、礁がみとめられる。トマム川流域では，変成岩および

砂岩・頁岩などの，指頭大の円傑が多い。両地域とも，砂または粘土の中に散在してい

る c

砂・粘土一一空知川流域では， ともにやや火山灰質である。

この牒!習の層相は， くわしいことはわからない。ただ，空知川流域では，一般に礁の粒

21)81)

が大きく， トマム川流域では，小さいようである。中野尊正によると，空知川流域のもの

は， 3 段丘のうち高低の“ T1 '・に属し，泥岩または腐葉層・流木・凝灰質粘土・角棟状流

紋岩などから構成されていると報告されている。

層厚: 正確な厚さは不明である。少くとも 2m 以上はある。
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3第三段段丘醸層 [T3J

模式i也: トナシベヅ川下流の JA扶軌道の走る平坦百c rm?このべた 2 段の段丘喋層にく

らべて，もっともよく発達している

分 布: 突知}I!・トナシベツ}l l ・パケケヤーラ川およびトマム川・パシケシェノレ川な

どの流域に，それぞれラ布している η 空知川・トナネ/ベツ川などでは，現河!末からの比高

が 10m-15m であるっ分布する高安は，標高 290m-400m であって， いずれもと流地

域に向って，高くなっているコこのほかのトナシベツ川・パンケネ/ェノレ川流域では，比高

は 5m-7m であるつまた，分布している高官は 350m-400m にわたっており，上流地

域に向って高くなっている。

岩質および)骨相: 喋・粘土・砂などから構成されている。

諜一一コブシ大，まれに人頭大刀円擦である c 基盤ゎ空知層群・蝦夷層群から供給さ

れたと考えられる砂岩・頁岩・石灰岩・輝緑凝灰岩・輝緑岩・チャートなどりほか，片

岩類および花'，{，j岩などがみとめられるっ粗粒砂を基質としてν るが，一般に礎ノJ量が

多い。パンケヤーラ川では，函淵層群刀層準を示す Inoceramus sachalinensisSOKOLOW,

InoceramusschmidtiMICHAEL など D 化石 ξ 合んだ砂岩礁がみとめられ，上流地域に函

淵層群存在を推定する手掛りとなっている。

砂 粗粒む砂であって，喋刀基質を構成しているほか，礁と互層していることが多

νっパンケヤ{ラ川 J) 段丘では，この互層状態をよく観察することができる

粘 土 一暗伺色を呈する火山灰質り粘土である。探層・砂岩，などの上部を構成し

てむ、るコ

届 l'目は各それぞれの地域で，かなりちがっており，一様ではない。しかし，一般に下部

は，大きな礁をもっ諜屑で構成されているが，上部は砂と礁とのこまかい互層となり，最

上町、 Jこ粘土層が発達しているコ

層厚: 3m-5m

4 扇状地堆積物(地質図では省略した)

鹿越沢および鹿越北方の沢の流域には，標高 400m 附近から，下流部に向って傾斜し，

前にのべた，市二二段段f千.操層につらなる，扇状地堆積物が発達している c この堆積物は，

沢の上流地域を構成している岩層から，押し出されたものが多い。角疎状・亜円牒状の人

頭大，時lこは任 1m 大の疎がみとめられる。基質は，ノト棟または，砂・粘土であって，雑

然とした堆積状態を示している。

III.2.4.2 沖積層

ヰ橋本豆・松本達郎採集 :!l)
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この地域の沖積地は，地形の項でのべたように，きわめて発達がわるい。ことに空知川

・トナ νベツ川流域では，河川の下刻，がいちじるしく，図示できるほどの沖積地はほと

んどみられなしh しかし，パンケ νェノレJ[[・トマム川などの下流地域には，やや模式的な

沖積地が，形成されており，下位の地層からはこばれた，砂・牒・粘土などの堆積物が，

みとめられるっ一般に屑理を示していることが少なく，雑然とした堆積を示している。層

厚は不定で， 5m 以上のところもある

以上の外，各河川や小沢には，河床に沿って，土砂や礁などの堆積物が，みとめられる

が，地質図に記入できるほどの分布はみられない。

地質図では省略したが，図幅のほとんど全地域にわたって，現地形をおおって火山灰が

みとめられるっ局部均には厚さ 1m 以上も堆積しているが，一般には 20cm 以下である。

供給源ほ西方の西南部北海道東部にある火山と考えられる。

III.2.5 変成岩類

夕張山脈地域は，後からのべるように，大きな背斜構造を示している。このような構造

は，夕張山脈だけにかぎらず， 日高山脈の西側の地域で， 北海道を南北に縦断して， 200

km 以上も追跡することができる。この背斜部には，蛇紋岩が近入し， ところどころに変

成岩類をともなう大きな構造帯を形成している。この構造帯は“神居古津帯"と呼ばれて

きた c 一般に，神居古 j草帯の変成岩類は，低度の動力変成で形成された，片岩類で構成さ

れている。

図幅地域の夕張山脈は，いわゆる，神居古津帯に属し，やはり蛇紋岩類と変成岩類が発

達している。

この地域の変成岩類は，次のようなものに分類される。

i粘板岩質千枚岩
1 千枚岩類(

l輝緑凝灰岩質千枚岩

f緑色片岩

2 片岩類(らん閃石片岩

t石英片岩

干枚岩類は，夕張山脈の東麓地域に，かなり広く分布している。しかし片岩類は，夕張

岳山頂と，その周辺地域だけにかぎられ，東西方向にも南北方向にも連続していない。

乙の地域の変成岩類は，一般に，結品が 0.1 mm-0.2mm ていどの細粒で，片理がいち

じるしく発達し，かならず多量の曹長石の添加がみられる。

千枚岩類は，不均質な岩質を示しており，その中には，あきらかに原岩の部分を残して
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いることが多いc また，片岩類では鉱物組合せから，緑色片岩は輝緑凝灰岩，石見片岩は

詰岩またはチャートなどを，原岩としていることがうかがえる。このような原岩をふくむ

地回は，層序的に大部分が，空知層群ことに山部屑に相当するものである。しかし比較均

変成支の高いもののなかには，この地域の空知層群の下位に続く岩層の一部も，変成にく

*
わわっているようである。

変成岩類の一般的な片理の走向は， NS から N lO'" E で， 70つ __80
0

SE の傾斜を示して

いる c まだ片理面土に発達している線構造の方向は， NS 方向で， 40つ~50つ南に落ちてい

るむ

域地たしム
」

、
い

申
』

を岳風扉域地流上のどなヅvvナルいでし英となえ岩まげ分附岩仮曹

トェ寸的る石こ質例土まは部の阪粘

シコ式じ・る均

o

粘のがるこ粘のて

沢ペパ模ち石い不いやそ断れ'な色つ

類来ぺ帆でい長てに多岩をんら

o

岩も硯黒そ

岩風じ村域か曹しうが灰岩せえる院で堅にに

E

・域万地達'達よと凝原'考い時

相沢地引流発て発たこ緑のたとて引い色さ片

千凶流

μ

上のつにべる輝どまだっ誌な黒

吉中れ川理沿状のいはな'れな財ら'るじ

J

・川

I

ナ片に縞にてに)りわに同なはい生

ι

川玖れいパ'面'前し的問おな岩唱に岩てが

;ナベ出エに理が

o

示分

ω

てこ片

1

岩直つ理

凹パネリに

o

般片脈るを部戸しお'枚粘な片

エ一中くる一

c

細あ質

'h

こくは千のにに

ロ川とあいのが岩ばんやのしで近状岩

第 3 1図 粘 板 岩 質 千 枚 岩 の 顕 微 鏡 写 真

x60, S: 粘板岩質部 A: 曹長石

ホこの図幅では，このような下位層準と考えられるものについては，層序の確立が困難な

のでいちおう原岩層を空知層群にまとめてとりあつかった c
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長石・石英などの帝国脈が，縞状に発達している。一般に，粘板岩の部分は，普通にみられ

るものとかわっていない。しかし，特にせん断のはげしい地域では，粘板岩の部分が，や

や青灰色をおび，珪質となっている。

顕微鏡下では， 0.5mm~0.8 mm の曹長石・石英および少量の緑泥石をともなう細脈

と，粘板岩質部が縞目をヮくづている。粘板岩の部分には，石英や斜長石などの残存結

品が，少量みとめられるだけで，大部分は繊維状細粒の緑泥石と，少量の絹雲母で置換

られている。なお，緑泥石の配列には，弱い方向性がみとめられる。前にのベた青灰色

で，珪質りものは，ほとんど曹長石と石英に置き変られ，堆積物は完全に消滅している。

粘板岩質千枚岩の鉱物組合せば，曹長石+石英+緑泥石+(絹雲母)である。

2輝緑凝灰岩質千枚岩

輝緑凝灰岩の一部に片理が発達

し，その片珪にそって，曹長石・石

英の組脈が縞状にみとめられるもの

である。せん断のいちじるしい地域

では，かなり強p片理が形成され，

片理面にそって，樹脂状光沢を生じ

ている。

一般に成長石・揮石のレリグト

が，少量残されているが，大部分

は，織維状。緑泥石と曹長石に変

づてし、る c

せん断のはげしい部分のもの

は，レリクトもなく，曹長石+緑泥

石の鉱物組合せとなワて，緑泥石

の配列に方向性を生じている。ま

た曹長石が 0.3 mm-0.5mm の斑

状に成長している。そのほか，少

量のソーダ石が形成されている。

III.2.5.2 片岩類 第 32 図輝禄岩質千枚岩の顕微鏡写真

この地域で，千枚岩類よりも変成 x60; c: 緑泥石 A: 曹長石・石英

度の高い，片岩類が発達しているのは，夕張岳山頂附近だけである。大部分が，緑色片岩

であるが，その中に石英片岩・らん閃石片岩がわずかに，みとめられる。

1 緑色片岩

緑色を示し，片理の強い岩石である。片理固に線構造が形成されている。岩体の一部に
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「小山内 f辰野j第 33 図緑色片岩(転石)

は，らん閃石片岩化した部分がみとめられる。

細粒の，曹長石+禄れん石十緑泥石の鉱物組合せがみとめられる c 不規則なかたちで，

モザイク状に組あワた構造をとり，有色鉱物は，一定方向に配列している。ときには，

曹長石が lmm 大刀斑状倍品に成長していることがある。

2 らん閃石片岩

第 34 図 らん閃石片岩ρ顕微鏡写真

x60, A: 曹長石石英 G: らん閃石
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灰黒緑色を呈し，緑色片岩の片理両にそって，幅 10cm~1 m ていどで発達しているも

のである。いちじるじく片理が強く，樹脂状光沢を生じている c これは，緑色片岩の中で

も，とくにせん断を，はげしく受けた部分に，形成されたものと考えられる。

0.1mm~0.15 mm の繊維状のらん閃石が，多量に形成されており，そのほか曹長石・

緑れん石がみとめられる。ちん閃石は， zニ青緑色・ x= 黄緑色の多色性を示している。

この岩石の鉱物組合せは，らん閃石十曹長石+緑泥石+緑れん石である。

3 石英片岩

みかけは桂質で，やや赤味を帯び，チャート状であって，片理の発達した岩石である。

きわめて細粒の石英が，モザイク状に組合わされ，片理主形成している。片理にそヲ

て，曹長石の多い部分が縞状に発達している。そのほか繊維状。緑れん石，少量の絹雲

母などがみとめられる。

この岩石の鉱物組合せは，石英十曹長石十(緑れん石十絹雲母〉である。

第 35 図石英片岩の顕微鏡写真

x60, S: 細粒石英 c: 炭酸塩鉱物

III.2.6 火成岩類

図幅地域に発達する火成岩類は，夕張山脈の周辺地域に，広く分布している蛇紋岩と，

それにともなう微閃緑岩および衝上運動にともなって近入したと考えられる輝緑岩脈，理

れい岩などである。また， トマム輝禄凝灰岩層および無名沢輝緑凝灰岩・砂岩・頁岩層の

中には，輝緑岩の熔岩を，かなりはさんでいる。

III.2.6.1 蛇紋岩

蛇紋岩は，夕張岳・扉風岳などを中心とした，いわゆる神居古津帯に，変成岩類とくみ
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あって，複雑な形で庁布しているつそのほか，ぺぺシェル lfr流域にも発達している c また，

東部ヰ域のi雪上断層にそって，小さな岩体がみられる。

夕張山脈地1I~の蛇紋岩体には，輝禄岩や粘H;Z岩のほか，変成岩をはさんでいる σ また，

微閃結岩の小岩はもみとめられる。この地域では，青緑色を呈し，塊決の産状を示してい

ることが多いが，露出国や破砕帯では，風化して青疋色の粘土となってし/ユるつ塊状の産状

を示しているものは，節理が発達し，径 2mm-3mm の絹布石の偽斑状構造がみとめら

れる c また，節理にそって，幅 2mm-5mm の石綿がみとめられるっそのほか，断層附

近では岐砕されて，いわゆる蛇紋岩礁岩様になっている。さらに，せん断のはげしl)地域

では，黄緑色にかわり，いちじるしく片状化している c ことに夕張山脈の脊梁附近の変成

岩発達地域の蛇紋岩は，粘土化したり，片状{じしたりしていることが多いコこのことは，

変成岩類の形成や地紋岩の近入の後にも，この地域が構造帯として，作砕などがおこなわ

れたことを物語っている。

ペペシェノレ川流域や東部地域の，比較羽小さな岩[ねま，一般に浪禄色を呈し，すべり而

が発達し，脂状光沢をもっている。絹布石のま包括のみとめられないものが多いc 富日Ifの

川口附近に露出している蛇紋岩のr::=，には， I福 1m-2m ていどのロヂン岩がみとめられる。

顕微鏡下では，蛇紋岩は，繊維状の温板石から構成され，赤鉄鉱屯した識鉄鉱やクロ

ーム鉄鉱などが，わずかにみとめられる ε また温板石心中に， 1mm-2mm の輝石か

第 36 図蛇紋岩のなかのロヂン岩(空知川北市) (小山内撮影)

Sp: 蛇紋岩 R: ロヂン岩
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らかわりた絹布石の偽斑品がみとめられる。ときにはかんらん石の仮像らしν ものも，

残されてドる。粘土化したものには，幅 0.1 mm~0.3 mm てν どの温石綿脈がみとめら

れる。

蛇紋岩の近入時期は，ニユウ脳群の基底操岩の r~ に，礁としてみとめられていることや，

石狩統の重鉱物分析の結果なと、から，石狩杭tift責吋と考えられる。また，深Hi図幅地域で

は，白皇紀末あるいは古第三紀初葉と考えられている。

III.2.6.2 微閃緑岩 (MdJ

おもに，西部地域の蛇紋岩体のなかに，分布している。そのほか， トナシベツ川の厄介

箱の下流や，ローネベツ川支流の若竹沢上流では，堆積岩類(空知層群)を貫いている。

また岩部の沢上流には，露出はみとめられなかったが，微閃緑岩の大きな転石が散在して

おり，空知層群を貫いて分布しているものと考えられる。

幅 20cm から 200cm ていどの岩脈であって，来日粒優白質の閃緑岩質岩石である。有色

鉱物は，角閃石の場合と，輝石の場合とがみとめられる。

主に斜長石と角閃石からなる顕品質の岩石である。閃緑岩根ノI)構造をとり，結晶は 0.5

mm~lmm の大きさである。一般に，圧砕構造が発達し，結晶刀破壊されてプロヴグ

状になっている。結晶の聞を，曹長石司D緑泥石がうずめていることが多いっ

斜長石は，長柱状で白形をとることが多い。一般に，蛇紋岩体のなかにみられるもの

は，粗粒♂コ斜・長石をおきかえて， An=30士昨細粒 iJ' 斜・長石ができている。また，ソーシ

ェル石にかわってν るものが多く，その結晶の周辺は，曹長石におきかえられてV るつ

第 37 図微閃緑岩の顕微鋭写真

x60, 日:角閃石 P: 斜長石
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有色鉱物は，角閃石の場合が多いが，まれに輝石もみとめられる。角閃石は， ときに 2

mm ほどの斑状に発達することもある。 X=i:Jミ柿色. zニ緑樹色の多色性がある。角閃

石ノJ 結晶の問辺は，透角閃石ゃ緑泥石にかオつっていることが多い。輝石は， きわめてま

れで，若竹沢に発達する岩体にだけ，比較的多くみられる。それは CZ=iOO-45° であ

ワて，普通輝石である。

III.2.6.3 斑れい岩 CGbJ

出冠北方の三角山沢上流地械に露出している。産状やほかの地層との関係は，露出が小

さいため，あきらかでない。附近に分布する岩屑から，空知層群を貫いているものと考え

られる c また，三角山沢の南や北の沢でみとめられる， 空知層と蝦夷層群との境の，大き

な断層線の延長附近に露出しており，構造線にそって近入した岩体と考えられる。この構

造線は，後からのべるように，ニニワ層群におおわれており，ニニウ層群堆積 iJl]"の古い構

造線と，考えられるものである。

おもに角閃石と;1; '1 長石で構成された，優黒色の堅硬な斑れい岩である c 角閃石の配列に

は， ~~l) 方向 f乍がみとめられ，葉状構造をつくっている。

顕微鏡下では， 1.0mm-1.5mm の，角閃石および斜-長石を，主要構成鉱物とする，

角閃石斑れν岩である。 1£砕構造がみとめられ，細粒イじした部分が，網目状に発達して

し、る c その部分は，細粒山首長石・石英・緑泥石などでおきかえられている。

斜長石は， ソーシェル石にかわり，わずかに双品面が残されている。角閃石は， X=

黄柿色・Zニ市緑樹色の，弱U、多色性を示し，CZニ15°_18°である。また角閃石山周辺

第 38 図斑れし、岩‘のfurf!微 鏡写J~11

x60, H: 角閃石 P: 斜長石
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は，緑泥石にかわワてν る。そのほか，緑れん石・葡萄石・磁鉄鉱などがみとめられる。

III.2.6.4 輝緑岩岩脈 (Db]

東部地域の衝上断層にそって，露出している。一般に，日緑色または緑灰色を呈いか

なり圧砕された外観をしめしているつ

この輝禄岩を顕微鏡で観察すると，次のようである。

オヒテ、ソグ構造と示す，源岩ーがわず、かに珪されているだけで，大部分は圧砕乞うけ，

粗粒鉱物におきかえられてし、る。すなわち，大部分が，粗粒の緑泥石と曹長石および石

英からなり，それに黄鉄鉱がともなうてν 乙。

III.2.6.5 輝緑岩熔岩(地質図では地層と尺別していなャ)

トマム輝緑凝灰岩層および無名沢輝緑凝灰岩・砂岩・頁岩層の中に発達しているもので

ある。

トマム輝禄疑リ〈岩層のJ= !~r のものは，輝緑凝灰岩との境が不明瞭なことが多いっまだ，無

名沢輝禄凝灰岩・砂岩・頁岩層の中のものも，岩栢がいろいろに変っている。したがって，

地質図では，地層にふくめて，一括してとりあつかった ο

一般に，集塊岩状や枕決溶岩状の産状を示しているこ l また，ひじように細粒・均質で，

砂岩のような外観を呈するものや，やや粗粒で斑品のみとめられるものがあるコこのよう

な産状や岩質のちがいは，一つの岩体とラ号えられるなかにもみとめられるつ

夕張岳地域の， トマム輝涼凝ば岩層にふくまれる輝緑岩は，ほとんどが，スピライト状

第 39 図輝緑岩の顕微鏡写真

x60, P: 斜長石 A: 細粒曹長石・石英・緑泥石
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になっている。

曹長石・石英・緑泥石などの志向粒借品からなり，少量の黄鉄鉱がみとめられるつまた，

輝石の他形斑品が残されており，その周辺は，スピライトにかわってドる。輝石は cz=

35°~40° で，透埠石質普通輝石であるコときには，スピライトに流状構造が発達してい

る。

東部地域および中央地域の， トマム輝緑凝灰岩層およびSH~名沢輝涼凝灰岩・砂岩・頁岩

層のなかのものは，微細結品のみとめられるものが多いc

O.7mm~lmm ていどの大きさむ斜長石と輝石が，オヒテヴグ構造をとってν るコ

斜・長石は，ほとんどがソーシェル石にかわっている。輝石も緑泥石にかわっているこ

とが多 \1 '0 変質D はげしν部分では，斜・長石は完全にソーシヰル石になり，輝石も緑泥

石になって旬、るつしかもオヒテヴク構造は，ほとんどなくなり，細粒の曹長石・緑泥石

および炭酸塩鉱物でうずめられているつそのほか，少量りチタン鉄鉱がみられるつ

III.3 地質構造

この地域の地質構造は，ひじように複雑な応態を呈している。そのおもなものは，大小

の摺曲構造と，多くの断層帯造とである。

ここでは，まずこの地域の摺曲および断層群の概要をのべ，つぎにそれぞれの構造単位

について記載するつ

III.3.1 摺曲構造

この地域の槽曲構造ば，東半主±或で，比較ゐ追跡することができる c 西半部地域では，

摺曲の軸核部が断層で，こわされていることが多い。東半部述域を大きくみると，南北性
持之

の方向の軸長をもち，急斜した翼部をもっていることが，特ちょうである。ことに，金山

・占冠問の中川層にみられる，背・向斜構造および東部地域の空知層群にみられる構造は，

ほとんど全部が，東に 4J コ~80° 傾斜しているかまたは直立しており，傾斜(等斜〉摺曲構

造を示している。前者の中川屑にみられる構造は，東側で空知層群を主体とする地層の街

上運動によって形成されたものと考えられる。したがって，軸間隔のかなりせまい，小さ

な規模の摺 rlb のあつまった，摺曲帯とみることができる。しかし大局的には，向斜構造を

示しており，一種の夜向斜構造と考えられる。同じように，東部吃域の構造も，富良野層

を向斜軸核とした，複向 t"! 構造と考えられる。

西半出地域では，一般に軸核がこわされており，また東半部地域のように，傾立摺曲構

中例外として中央地域の， i古河層分布地域では， 15°~30 ごのゆる ν向斜構造を示してい

る。
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第 40 図構 三丘三
Hコ i当 (小山内原因)

造を示していることは少い。トナシベツ本流で，森田ノ沢の沢口附i[jJこ，中川層基底部の

向斜構造がみとめられる。しかし，軸核部は，断層でうしなわれている。また，エパナJIIJIf

口附近から，上流地域では，トナ乙/ベツ本流沿いに，中川屑の向斜構造がみとめられるが，

*東翼部は，欠除している。エパナ川中流部では，地層の分布から，吉凶岳・小夕張岳を結

ぶ方向(南北↑りの背余|構造がみとめられるが，軸核部は，きわめて複雑にこわされてい

る。さらに，夕張山脈の尾根に沿って，夕張巴まで連らなる，背斜構造が， i也屑の分布か

ら推定されるが，軸部の位置は，蛇紋岩の近入によってあきらかでな l ~ 0

III.3.2 断層構造

この地域の断層構造は，大きくみると，新主:三紀ニニウ層群堆積訴のものと，堆積後の

*この向斜・構造の延長部と考えられるのは，パンケモユーパロ川流域の中川層にみられる，

南に沈んだ，半向斜構造である。ここでもヂはり，軸核はあきらかでなIt 'o
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ものとに区別できる。前者は，この地域の変成岩形成時のものと考えられる。したがって，

かなり大きな構造線が推定されるが，ニニワ層群堆積後の構造でこわされ，さらに，蛇紋

岩の近入をともなっているため，ほとんどみわけることができない。ただ，代表的なもの

として，八線沢や湯ノ沢上流地域で，蝦夷層群と空知層群主を境し，ニニウ層群で，おお

われる断層の痕跡がみとめられる。さらに，蛇紋岩の近入時期が一時間と仮定すると，東

部地域で，蛇紋岩体をともなう街上断層も，ニニウ層群堆積前の断層構造と考えられる。

ニニワ層群堆積後の断層には，南北性の断層群と，ほぼ，東西性のものとが，みとめら

れる c 前者は，東から西に街上した衝上断層と，派生的な正断層・逆断層などである。衝

上断層のおもなものは，第 40 図に示したように，トマム街上断層・金山衝上断層・富良野

街上断層などである。これらは，輝緑岩岩脈をともなっており，また圧砕岩帯を形成して

いる c これらの街上断層の近くでは，ひじように圧砕されていて，小断層と多くのスベリ

而が発達しており，衝上而を見わける事はむずかしい。しかし，スベリ而や小断層の発生

から推定される衝上国は，大部分が，東に 600~70° ていど傾斜しているようである。し

かし，ローネペツ川下流地域では，ニニワ層群および蝦夷層群の上に，ほとんど水平面

で，空知屑群が衝上し，根なし地塊を形成しているのが観察される。これは，過摺rlnの結

果，街土断層で移行したものと考えられる。この衝土地塊と同じ状態にあると考えられる

ものは，森田ノ、沢中流部のニゴリ沢砂岩層，およびトナ VIベツ川中流に沿って発達してい

る， トマム輝緑凝灰岩層などである。とれらは，さらにE断層でおちこみ，衝上而は，か

くされて l) るが，下底には，前にのべた，ローネベツ根なし地塊のように，ゆるい傾斜の

筒上田が推定される。この根なし地塊は，いずれも，同じ岩相を示しており，また，ニゴ

リ沢・砂金沢あるいは東部地域に分布している， トマム輝緑凝岩層の屑相に似ている。な

お，街上回は不連続的である。このようなことから，前にのべた，富良野衝と断層形成前

に衝上し，さらに，富良野街上断層で，はこばれたものと考えられるコこれでわかるよう

に，この地対(の街上断層は，少くとも 2 回以上にわたって，形成されたものと考えられ

る。

東西性の断層で，もっとも代表的なものは，この図幅の空知川北端部から，北北東~南

南西の走向で， トナキ/ベツ川にそって走る断層である。地脳の分布から，断層の南部地域

が，落ちこんだものと考えられる c また，この断層を境にして，すべての構造が，不連続

的であることから，この地域の地質構造を決定したο 新期の断層と考えられる。このよう

な大きな断層から派生するものとして，南北の走向をもって， トナ νベツ下流から，占冠

附;0:までのびている断層(占冠断層と呼ぶ)がある。これは，前にのべた，中川層の複向
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斜構造帯と，その西方の単斜逆転部との境を示している。また，中央地域で，浦河層の向

斜部と，その東の単会|逆転部との境を示している断層も，派生的なものと考えられる。

III.3.3 構造単位

この地域はこれまでのべた多くの断層を境として，次のような構造単位に分けられる。

(第 41 図参照)

1. トマム衛上部 2. 金山一占冠向斜部 3. 中央地域単斜逆転部 4. 老根別山向斜地

塊部 5. 二ノ沢向斜部 6. トナシベツ背向斜部 7. 吉凶岳背斜東翼部 8. 夕張岳背斜

部 9. ぺペシェノレ背斜西翼部 10. モユーパロ向斜部

10:モューパロ向斜部

1 トマム衝上部

前にのべたトマム衝上断層の東側の地域である。空知層群および蝦夷層群で構成されて

いる。蝦夷層群富良野屑を軸核とする向斜を中心として，両側に，空知屑群の背斜がみと
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められ，断層でやや複雑に転移している。つまり， トマムi向上断層のほか，背向斜構造を

N10ー_30ー W 方向に切る。金山街上断屑，蛇紋岩体をともなう衝上断屑，およびこれから

派生した，南北性の断層群による影響が大きし )0 金山街上断層は，輝緑岩岩脈をともなう

ことが特ちょう的である=また，蛇紋岩岩体をともなう街上断胃は N 20ー_40ー W の走向

をもっているが，南北性の断層で切られ，不連続司なことが持ちょうである c これは Iluーに

のべたように， トマム筒上断層，金山街土断層などより古いものと考えられる c 地層は，

一般に東に傾斜した，単斜構造を示しており，背会 lの西翼，向斜の東翼は，逆転しているつ

富良野居の向斜部では，ゴ!-:常に圧砕されていて，互層部の砂岩が角礁状 lこ点在しているこ

とが多い。また，空知居群の背斜部では，白色細脈が発達しており，いわゆる鳥賓状を呈

していることが多い。

2金山一占冠向斜部

トマム葎J土断層の西側の前.緑に沿った， I恒 2km-4km の辻域である!蝦夷屑群の富良

野層と中川層および浦河同で構成されていて，地層は，例外なく東に傾斜している c 岩相

を追跡してみると，背・向斜構造をとりながら，同じ屑準が， くりかえし出現しており，

さらに，南北性の断層でこわされている。しかし，全域を通じてみると，百側に次第に中

川屑の上部が，南部で浦河層がそれぞれ出現していて，向斜構造を示しているつ前にのべ

たようにトマム街上にともなってできた， 1耳目江?支部の摺日!I破砕帯で北部の二ノ沢向斜t'f;S

に，連なる構造単位と考えられる。

3中央地域単斜逆転部

(2) の構造単位の西側に分布し，富良野届と〈リ rlJ肖および浦河層で構成されているっ北

部では， (2) の構造単位の西翼部と中川層の背会i部とがみられるっ南部は東に傾斜した，

単斜構造を示し，例外なく逆転している c しかし，西側には i二部層が発達している

4老根別山向斜地塊

老根別山附近から，くの字状に分布する地塊であって， irH河層で構成されている。法届

は， 15つ_30 0

のきわめてゆるい順傾斜を示しながら，向斜構造をとっていることが持ちょ

うである。前にのべた，富良野街上断層で，図幅の東部地域が街上したのち， トナシベツ

断層および派生断層で， (3) の向斜部が落ちこんだ自分と考えられる。

5ニノ沢向斜部

トナシベツ川下流北岸の，比較的こわされていない向斜部である。富良野層および中川

層で構成されているっ束翼部は，逆転あるいは直立している。前にのべた， (2) の基部と

考えられる。
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6 トナシベツ背・向事榔

トナキ/ベツ川中流部を中心として，北に広く，南に狭い構造単位である。空知層群・蝦

夷層群で構成されている。この単位の特ちょうは，次の通りである。

A. 東側には，例外なく，下部空知層群(山部層および主夕張層の一部)および下部蝦

夷層群(富良野層〉が分布している。断層で複雑にこわされているが，いちおう空知層群

を軸核とする背斜構造がみとめられる。また蝦夷層群には，こわされた向斜構造が，うか

がえる。

B.A の地域の西側には，向斜構造を示しながら， 中]I!届が分布している。さらに，そ

の西側には，向斜構造を示す中川屑を基盤として不整合にのっているユニウ層群が，分布

している。

C. B の中川層およびニニウ層群の上には，前に述べたように，空知層群が衝上し，根

なし地塊を形成している。

A の地域の，空知層群と蝦夷層群とを境する断層は，上部空知層群を，まったく欠いて

いることや北端では，西側にふたたび空知層群が，分布しており，蝦夷層群をたたみこん

だような構造を示していること，などから，かなり六きな構造線と考えられる。また，こ

の地域の空知層群，ことに無名沢輝緑凝灰岩・砂岩・頁岩層の層相は， トマム川流域や，

知名沢流域のものと，よく似ている。このことから，前にのべた，蝦夷層群にあらわれて

いる，向斜部の上に，空知層群の背斜部が衝上移行したのではなし功〉と考えられる。山部

:!I)*
図|隔地域では，この部分の延長について，芦別岳衝上片の根と考えられている。

B の中川屑基底のトナシベツ砂岩層は， liiTにのべたように，屑相および層厚を比べてみ

ると，東部地域のトナ己/ベツ砂岩間と，よく似ている。このことは，前にのべた富良野街

上断層によって，街上移行したためと考えられる。

C の根なし地塊の屑相は， A 地域の空知層群とまったく同じである。したがって， c は

A の衝上部の一部と考えられる。また，この根なし地塊は，中川田およびニニウ層群の i二

にのったまま，富良野街上断層で，移行している c したがって，富良野街上断層は， A の

衝と部，および蝦夷層群の向斜部を，ふたたび街上移行させたものであろう。

7吉凶岳背斜東翼部

吉凶岳・小夕張岳を西端とし，富良野世!と断!日を東禄とする地域である。空知層群と，

その上に不整合にのる中川居で帯成されている ο 地層は，一般に東に傾斜した， )1国屑構造

*山部凶幅地域では，布部~十梨別川背斜と呼ばれ，芦別衝上j十の根の部分がたたみこま

れているとされている。
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を示している。この構造単位の特ちょうは，つぎの通りである

A. 東縁部には，正断層で落ちこんだと考えられる空知層群が分布している。この空知

層群は，乙の構造単位の中央部および西縁部の，空知層群の構造とは，まったく関係がない。

B. 西縁部には，西に傾斜した順層構造がみとめられ，西方ほど上部をあらわしている。

A の空知層群は，前の構造単位のなかでみとめられた，根なし地塊と，同じ性質のもの

が，iE断層あるいは逆断層でおちこんだ部分と三号えられる c

B は，背余!の西翼部と考えられる。

8 夕張岳衝上部

夕張山脈の主列をしめる;地域である。空知層群で構成されており，変成岩類と，火成岩

類をともなう構造単位である。さらに， A 北部地域， B エパナ川上流地域， C 夕張岳地域，

D 扉風岳地域に細分される。

A. 吉凶沢の北の地域である。大部分が，蛇紋岩でつらぬかれているが，空知層群の i、

マム輝緑凝灰岩層・富士川珪質岩層が，みとめられる。これらの地層の分布から，背斜構

造が推定される。

B. エパナ川の北の地域で，西南部に下部空知層群，北東部に上部空知層群が， それぞ

れ分布しており，これらの地層をつらぬいた，蛇紋岩が大きく発達している地域である。

まったく同じ構造が， 2 回くりかえし出現している。 との構造は， A の背斜の西翼部が断

層でうしなわれ，東翼部だけが，転移して出現したものと考えられる。

c.エパナ川上流および夕張岳を中心とする地域である。蛇紋岩と，変成岩類で構成さ

れている c 岩相の分布から，夕張岳を軸核とする背斜構造部を考えられる。

これまでに述べた 3 単位の構造は，それぞれ背斜構造を示していることが特ちょう的で

ある c また，変成度は，東から西に向って次第に高くなっている。しかし南北方向を大き

くみると，変成は一様ではな t， :>0 局部的に変成度の高い地域がみとめられる。しかし，一

般に南部ほど変成度が高いc

原岩のトマム輝緑凝灰岩は，北部地域では，全く変成作用を受けていないのに，南部の

エパナ川上流では千枚岩に，夕張岳山頂では，片岩類となっている。このようなことは，

偏圧，その他の片岩類形成の条件が，一様に作用されなかったことを示すものと考えられ

る c

D. 扉風呂を中心とした埠域で，蛇紋岩・空知層群および変成岩類から構成されている。

この単位は，富良野筒上断層，およびトナ νベツ断層など，ニニワ層群堆積後の断層によ

る，ひずみをいちばん受けた地域と考えられる c モヂイク状に寸断されていることが特ち
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ょうであるこしかし，変成岩および空知層群は， ほほ N 20~30c E の走向をもって配列

しており，原構造は，夕張岳地域と同じ状態にあったろうと考えられる。

9 ペペシュル背斜西翼部

ペペジェノレ川を中心とした地域で，空知層群の分布から，西側に上部層を出現させ，東

翼部を断層で失った背斜の西翼部と考えられる。この地域の特ちょうは，ニニウ層群が，

空知層群の構造を切って不整合にのっていること，および空知層群は，西方に向って，千

枚岩から，片岩類までの変成をうけていることなどである。

10 モユーパロ向斜部

この図幅の西南地域である c 空知層群・蝦夷層群・ニニワ層群および蛇紋岩から構成さ

れている c 主な構造は，中川屑の構造で示されている，南に開いた向斜構造である。この

主構造を取りまいて，ニニウ層群が，向斜構造を示しながら分布しており，さらに，空知

層群が地塁状に分布している σ ユニウ層群は， トナ νベツ背・向斜部のように，中川層の

向会 l部にのっていたが，断層で転移したものと考えられる。この向斜部は，前に述べた吉

凶沢背斜東翼につらなる向斜部の延長と考えられ，中川層は，吉凶沢背斜東翼部のように，

空知層群の上に，直接不整合にのることが推定される。

III.4 地史

この地域の地質構成が，現在みられるようになった経緯を，いままで述べたことから，

推察することができる。

この地域では，空知層群の下限が不明であって，基盤岩層については，あきらかでない。

しかし，ジェラ紀には，すでに地向斜堆積が，行なわれていたことが，各地の調査の結果
~.j) :13)

から知られている。この地向斜の堆積の一時期には，山部層とした地図で代表される，塩

基性熔岩の海底噴出による，火山性物質の厚い堆積が行なわれた c 火山活動は，輝緑岩の

枕状 j;容岩や，集塊岩をともなっており，かなり，はげしかったらしい。末期には，この活動

がおとろえ，砂や泥を堆積させ，さらに石氏質礁をつくるような，環境もあったことがう

かがえるミその後は，ほとんど基性の活動がおとろえ，佐賀の物質や砂 ·iN の堆積がおこ

なわれた戸しかし，チャートや硬砂岩をはさむ，山部層上部の層相から考えると，この図

幅地域から遠く離れた，地域では， リズミカノレな火山活動が行なわれていたらしい。

主夕張、層の堆積期は，陸地からの物質供給が，いちじるしくなり，また堆積盆は，かな

り浅くなって，粗悪炭をはさむような環境から，始まっている。この時期には，この地域

から遠く離れた地域の酸性の火山活動によって，この地域にも，降灰があったようである。
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その後ふたたび泥や砂・桂質物質をためる，やや深い静かな堆積環境をへて，基性火山活

動が行なわれた。しかし，山部層堆積の初期の火山活動ほど，大規模なものではなく，あ

るていど地域的な活動であったらしい。つまり，無名沢輝涼凝灰岩・砂岩・頁岩層とした

iclli層の，屑相でみられるように，東部地域では，このような，火山活動の影響下にあった

が，西部地域では，硬砂岩をためるような，環境にすぎなかったようである。主夕張届堆

積の後期には，砂や泥を堆積させつづけている。しかし，まったくーような堆積の連続で

はなくて，粗粒物質の供給が，多くなった時期や，火山灰・火山岩片などが供給された時

期があった。その後には，砂と泥の薄互層で構成された，いわゆるブリザシェ型堆積期を

へて，泥ばかりの堆積にうつっていった。これまでのべたような地向斜堆積期には，放散

虫のような生物だけが生棲できる，環境であったらしい。

そのご，急激に粗粒物質の供給があって，植物片を含んだ，厚い疎・砂が堆積した。こ

れが，四ノ沢砂岩層とした，蝦夷層群下底の堆積期である。空知層群堆積期を通じてみら

れた放散虫は，この時期には，まったく姿を消している。供給された疎の性質をみると，

この時期の陸地には，すでに結品片岩や花闘岩類が露出していたようである。砂の堆積し

たあとで，ブリザシェ型の厚い堆積が続いた。一般に生物はとぼしいが，堆積末期には，

所々に，オノレピトリーナや珊瑚・石英藻なと、の礁がつくられた。この時期は，古生物から，

透明度や水温のやや高い浅海であったろうと考えられている。また時代は Aptian 期とさ

れている。

そのご，基盤の上昇があって，陸化削長Jjがおこなわれた，この構造運動で，地層の裡曲

と断層ができて，現在の夕張岳地域は，すでにゆるい背斜の形がつくられていたようであ

る。ふたたび海没が始まり，中川層の堆積が開始された。基底部には，空知層群の岩石ゃ，

富良野の砂岩・頁岩・オノレピトリーナ石灰岩などの棟を含んでいるつまた，西部ほど，下

位層を切っていることなどから考えると，上に述べた地変の様子が，ーそうはっきりする

であろう。中川層基底のトナシベ:ソ砂岩層の層相および厚さは，東部地域と西部地同とで

は，かなりかわっており， ?毎浸時の基盤は，東lこかたむいていたらしい。大夕張関幅地域

では，基底層の厚さは，わずか 20m 前後で，富良野層の上に整合的にのっていることが

報告されており，現在の夕張山脈を軸として，東に傾到したことが推定されるつまた，礁

の量や厚さは，東部地域で大きく，供給源は，北東地域にあったものと考えられるつ

このような海は，そのご， しだいに地向斜的沈降をともなって，模式的な一連の地向斜

型堆積を続けた。これが，中川層から浦河層さらに函淵屑までの，厚い地層の堆積!時期で

ある。全期間を通じてみると，かならずしも，単調な堆積ではなかったようである。森田
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ノ沢凝灰岩層や，その上部にひんぱんに介在している凝灰岩の薄層・ー休沢凝灰岩層など

で代表される醗性火山活動，ネ/ムカワ砂岩層・ホロカ沢砂岩層で代表される浅海化などが

推定される c とにかく浦河屑末期まで，一連の海域lこ，堆積が継続したことが推定される。

このような堆積末期には，生物群も，はるかに多くなり，菊石類やイノセヲム類などが，

繁栄していたようであるつこれらの古宝物から， !時代は， Albian 期から Senonian 期に

わたるものと考えられている。

白主紀末または，第三紀初菓には，非常にはげしい造構造!主動が行なわれた。中川層堆

積前に，すでに背引の形をつくり，そのごも，傾勤の軸部であって，たえず構造弱線であ

ったと:考えられる二夕張山脈地域では，空知層群の一部が変成をうけて，圧砕帯にともな

って，蛇紋岩などの近入が行なわれた。このような造構造，;'tTI勤で，夕張岳地域ばかりでな

く，ほかの地域でも，かなりはげしく転移が，おこなわれたようである。ぺぺシェル地域

のニ二ウ層群でおおわれた構造線や東部地域の蛇紋岩をともなう街上断層などは，この時

期に形成されたものと考えられる。

石狩杭堆積明には，この地域は削長IJをこうむっていたようである。そのご，ニニウ層群

を堆積させた海が，南方から没入しはじめ，疎・砂・泥などを堆積しながら， しだいに北

東地域まで，ひろがっていった，きわめて浅い海で，石炭を堆積するような環境であった

ことが推定される。末J明には，粗粒物質の供給がいちじるしくなり，また，同時牒なども

みられ，ニニワ層群堆積後の大きな構造J4i動が，すでに開始されていたようである。その

ご， I構造jEIT動がはげしくなり，ついに，陸化して，削剥の時代に入った。ニユワ層群堆積

前に，つくられていた摺曲構造は，いちじるしく成長して，ついには，西に衝上していっ

たっ夕張岳の成長は，この街上運動で，変成部を核として，押し上げられた結果と考えら

れるコ このような街上は， 1 回だけにとどまらず，その後も余波的な運動を， くりかえし

おこなわれたようであるつこのような運動の時期は，追分層堆積11Uであろうと考えられ，

石狩炭田の複雑な地質構造の決定も，この時期であろう。その後にも，上にのべた構造を，

再び転移させた，大きな断層運動があって，図1幅南部が沈下し，現在の地質帯造の大要を

決定したっ

第四紀には，夕張山脈の一部では，水蝕がおとなわれた個所があったのではなかろうか

と考えられる。このほか，空知川やトマム川などの河川が発達し，地盤のと昇にともなっ

て， 3 段の段丘面と堆積物をのこして，現在の地形をほぼ完成した。そのご，図幅の全地

域にわたって，降灰があったっ
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IV 応用地質

この地域の主要な鉱産資源は，蛇紋岩体中 lこ旺胎するクロム鉄鉱，空知層群中に介:存命す

る石灰石およびマンガン鉱，蝦夷!菌群中の石灰石，ニニワ層群中の石炭などである ο その

ほか，夕張山脈から流れる各河川の流域では，砂金・砂白金の採掘がおこなわれ，また，

蛇紋岩体中に旺胎する石綿も，探鉱されたことがある。

IV.l クロム鉄鉱

クロム鉄鉱は，夕張山脈地域に広く分布する，蛇紋岩を母体とするものである。鉱床は，

エパナ川上流地域と扉風呂 till 域とに知られている。

エパナ川上流の鉱床は，エパナJ[[J[[口から約 4.5km の地点にあり，川沿いに山林歩道が

通じている。鉱床地域は，かなり粘土化した，蛇紋岩でおおわれ，詳細な地質は不明であ

る。しかし，探鉱された当時の研は，脂状の光沢をもった暗緑色蛇紋岩である。昭和 20 年

頃から 25 年頃まで，狸掘りていどの探鉱をかさねた採掘が，おこなわれたらしいが，詳細

は不明である c

扉風岳附近の鉱床は，扉風呂を中心とする，標高 1，000 m 以上の個所に賦存している。

現在までに発見されている鉱床は， 71 問所である c この附近の探鉱は，昭和 10 年頃からは

じめられ，戦争中には， 15 名ていどで探掘されていたが，決戦によって休山した。当時，

約 200 ton の鉱石を採掘搬出したといわれる。最近，日本製錬株式会社が探鉱をはじめ，

戦争中採掘した鉱体の下部に，新鉱体を発見した c 鉱石の品位はきわめて高く，塊状鉱に

は Crz03 59%に達するものがあり，今後に期得されている。

IV.2 石灰石

空知層群および蝦夷層群には， レンズ状の石灰岩をはさんでいる。その層準は， トマム

輝緑凝灰岩層・富士川佐賀岩層およびペンケャーラ頁岩層の 3 届準である。扉風岳および

ネ/ム川上流の岩体のほかは，どれも，昭和 20 年頃から 27 年頃まで採掘されたものである。

調査当時は，ほとんど休山し，稼動鉱山はみられなかった。

トマム輝禄凝灰岩屑および富士川陸質岩層にはさまっている石灰石は，一般に灰白色な

いし白色を呈し，ち密堅硬なものが多い。結品質の岩体もみとめられる。多くの岩体の平

均品位は， Ca050;:;; ていどで，かなり良質であるつぺンケヤーラ頁岩層中の，いわゆるオ

ノレピトリーナ石灰岩は，灰白色を呈し，ややち密である c 一般に空知層群のものにくらべ
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苦灰分が多くなっている。

この地域の各石灰石鉱床の分布位置

は，搭 43 閃に示したが，くわし l) こと

は，石灰石調査報告で報告されている c

なお各鉱床の拡呈はつぎのように報告

されている。

4 ト1m
。

1,702,750 t

50,000

9,375

700,000

18,500

26,250

可採鉱量

白石石灰鉱山

直越北方山地石灰石

富士川石灰石

不ニノ沢石灰石

石灰i尺石灰石(オルピ

トリーナ石灰岩)

シャクナゲ沢石灰石

第 4 表

IV.3 石炭

この地域の石炭は，空知層群のニゴ

リ沢砂岩屈にみとめられるものと，第

三紀ニニワ層群に発達しているものと ,
があるつ IfiI，者は， IJIJにのべたように，

薄屑で連続性にとぼしく，炭質も不良

であって，稼行価値はない。後者はこ

の地域の主要-な炭層を構成しており，

トナシベツ川・ぺぺシェノレ川・占冠附 第 43 図石灰石分布図 (小山内原因)

jZおよびパシケモユーパロ川などの地域で，採掘されたものであるつ炭層は，一般に膨縮

がいちじるしく，また低品位D之が多いが，局部的にカロリーの高いものも産出している

炭層日体のもめがいちじるししまた:tJMI'r:・鉱呈・搬出条件などに問題があって，この広

域の石炭開発は，かなりおくれている c 調査当時は，勇払炭砿・新夕張炭砿・東夕張炭拡

のほか休山となっていた。

なおこの地域の石炭については，炭田調査報告にくわしく記載されているので，ここで

は，炭層の状態や炭量などを，第 5 表のようにまとめたο なお去にあげた地域のほかに，
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1 金山 j長五広

2 と 'J )&~瓜
3~ 大アう長炭E広
4 肴.:till 炭肱
5 新 jt5毎炭 fiji:

HII

第 45 図 石狩金山[)SJ幅炭碩位置図
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30cm~50cm ていどの薄

い炭層をはさんでいる。しかし，まった稼行の対象とすることはできない。

理炭読査資料によると分析値は，第 6 表のとおりである。

ローネベツ川中流やぺぺシュノレ川下流なと、のニニヴ層群にも，

表

名 l 炭層名!むflb?i 守2fP55素|?EF lT ロ !1E

6

4尺 層 20.02' 37.65 7,756
上夕張炭積 6尺層 6.21 喝15 ハU唱1 38.88 42.90 7,781

9.25 27.68 δ35.円/(')。 4,382 6,397

5.15 29.07 羽田| 34.85 4,924 6,938

5.66 17.65 44.02 5,m| 6,762

8.09 17.70 34.28 39.93 5,356 6,641

13必i 15.20 51.43 19.88 4,741 6,068

第
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唖

句
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噌
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唱
EA

ロ ー ネ ベ ツ 川 |

中 流 の も の |

( 埋 炭 調 査 資 料 に よ る )

マ ン ガ ンIV.4

ぺシケヤーラ川上流に，マンガンを産出するといわれているが，詳しいことは不明であ

トマム輝緑凝灰岩層または富士川店質る。ぺンケヤーラ川上流地域の地質のようすから，

岩層の，破砕帯に形成された塊状鉱体と考えられる。このほか，鹿越北方の E陵地でも，

かつて，採掘され，わずか搬出されたといわれているが，詳しいことは不明である。 採掘

トマム輝総凝灰岩層の中に旺胎し，不規則にたずさわった鹿越住人の情報を総合すると，

で連続性にとぼしい塊状鉱体と推定される。

ネ自石TV.5

石綿鉱区の出願ぺぺシュノレJI!JI!口から約 6km さかのぼった地点の蛇紋岩体を中心に，

がおこなわれ，探鉱されたことがあるらしいが，その経緯は不明である。この地域の蛇紋

岩体は，いちじるしく圧砕されていて，脂状 ]1と沢が発達し，粘土化している。 1mm てい

どの温石綿脈や硬蛇紋石脈が発達しているだけで，稼行できるような石綿脈はみとめられ

なし ~o

砂金，砂白金

この地域の河川は砂金・砂白金の産地として，明治年聞から知られており，かつて採掘
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されたらしい己しかし，現在では，採掘個所は，まったくみとめられない。空知川産の砂

金および砂白金の分析価値は，つぎのように報告されている。

砂金・ Au 85.453'; Ag 7.55
本

砂白金・ Iv 54.13 Rh 4.44

Os 29.23 eu 1.29

Pt 1.66 Fe 7.33

Pd 1.73 total 99.81

参考文献

1) 大塚寺ー: (1891) 北海道夕張及び空知砂金地 地要， No.1

2) 石川貞治: (1896) 北海道庁地質調査鉱物調査第 2 報文 札幌

3) 大井上.義近: (1912) 夕張郡地質調査報文 札幌

4) 山根新次: (1911) 石狩国空知川支流「ヤマエ」及び「トナシェぺツ」調査報告

鉱調， 5

5) 伊木常誠: 日高山脈及び夕張山脈における砂金の現出状態 地学， XXIV , XXV

6) 村田 析: (1931) 金山挟炭層について 北石鉱会報， 207

7) 松井愈・高橋進・柴田松太郎: (1950) 勇払炭田東夕張佐々木炭坑調査報告

(未発表)

8) 佐藤 茂・清原清人・鈴木秦輔: (1950) 北海道山部炭田占冠地区及び砲別炭団地

民調査(速報) 地調月報 1 ， 1

9) 深田淳夫: (1951) 石狩白金山地方の石灰岩 北地源調報， 2

10) 長尾捨ー・小山内 照・酒匂純俊: (1952) 石狩 Itl 上川郡南富良野村金山，麗越お

よび幾寅附近え〆石灰石鉱床 北海道開発庁北海道地下資源調査資料 4 号

11) 長尾捨ー: (1953) 石狩国上川郡南富良野村鹿越不二ノ沢石灰石調査報告 北海道

開発庁 北海道地下資源調査資料 12 号

12) 根本怪文: (1955) 北海道石狩炭田夕張地区ペンケモユーパロ川産炭 j也概査報告

地調月報 6 巻 4 号

13) 長尾捨一・小山内 照・三谷勝利: (1956) 北海道空知郡・勇払郡金山炭回調査報告

北海道開発庁 北海道地ド資源調査資料 19 号

14) 斎藤昌之・鈴木守: (1 958) 界風岳附近のグロム鉄鉱床北海道開発庁北海道

地下資源調査資料 40 号

15) 大立日謙一郎: (1 940) 北海道中央部における下部菊石層と輝緑凝灰岩層と ρ層位関

イポにう ν て 北地調報， 11

*商工省鉱山局分析係分析。

-71 ー



16) 三本杉己代治: (1937) 石狩国金山地方心地質北大理地卒論 No.45 (手記)

17) 下平坦・岡部三郎: (1940) 石狩国山部南西部の地質北大理地修論 No.61

(手記)

18) 大津光・渡辺誠一・松隅寿紀: (1940) 胆振国占冠新入居目布地方の地質北大

理地修論 No.62(手記)

19) 桑田士郎・橋本誠二: (1941) 石狩国夕張山地東部の地質 北大坦地修論 No.71

(手記〉

20) 下村彦一位: (1934) 地形区 岩波講座

21) 橋本 豆: (1953) 5 万分の 1 地質図幅説明書「山部」 北海道開発庁

22) 鈴木醇: (1944) 北海道の地質概観地質， LI

23) 長尾捨ー・小山内 照。酒匂純俊: (1954) 5 万分の 1 地質図幅説明書「大夕張」

北海道開発庁

24) 佐々保雄・湊 正雄・北大昭和 17 年度 2 年目学生: (1943) 石狩炭田北部のー断-面

地質， LI

25) 橋本亘: (1952) 北海道保羅系の地質地調報，特別号 [BJ

26) 橋本 瓦: (1955) 5 万分の 1 地質図画説明書「下富良野」 北海道開発庁

27) 松本達郎: (1951) 蝦夷層群と関門層群 地質， LVn

28) 杉山敏郎: (1941) 日高系中の合蘇虫類石灰岩の地質時代について 地質， XLVIII

29) 長尾捨ー・三谷勝利: 占冠炭田調査報告 未刊 1959 年発表予定

30) 松井 愈: (1957) 金山炭田ペペシェル沢の“幌内層" (ぺペシュル層〔新称 J) につ

いて地質， LXIII

31) 中野尊正: (1952) 第 4 紀の地形編年一北海道日高山地と関東低地の一例 INQUA

日支部紙 I

32) 鈴木醇: (1953) 5 万分の 1 地質図幅「深川」北海道開発庁

33) 橋本豆: (1954) 北海道中生界の堆積と変形 (MS)

-72-



EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale, 1:50,000

ISHIKARIKANAYAMA

(Sapporo-25)

by

HiroshiOsanai, SutekazuNagao,

KatsutoshiMitani, KiyoshiHasegawa ,

andWataruHashimoto

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

Theareaofthissheetmap issituatedinthecentralpartof

Hokkaido, extendingbetween43ー00'and43ー10'N.lat., and142ー1G'and

142ー30'E.long..

Topographicallytheareaisdividedintotwo features , (1)mounｭ

tainousarea, (2)alluvialplaneandriverterraceplane.

Theformeroccupiesthewholeareaofthissheetmap, whereis

occupiedbyvariouskindsofthe formation , Jurasso・Cretaceous and

Tertiaryinage. Accordingtothedi 百erences oftherocknaturesand

thee百ect ofthetectoniclines, threedissectedplanesbeingdifferentin

altitude , developeinthemountainousarea. Thesedissectedplanes

characteristicallyinclinefromN明人 toSE. Oneofthemdevelopes

morethan900m.inaltitude, andoccupiestheYubarimountainrange.

Theseveralpeaks, Yubaridake, KikkyodakeandByδbudake etc. , project

onthisdissectedplane. Theotheronekeeps700m.,...,800 m.andother

500m.~600 m.inaltitude.

Thelatternarrowlyliesmainlyalongthelargerivers, suchasthe

SorachiandtheTomamu ・rive r. Theterraceplaneisdividedintothree
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plateausbeingdifferentinaltitude, whichkeeps400m. ",-, 450 m. , 300m."'-'

400m.and250m."'-'300m..

Thegeologicalhistoryoftheregionissummarizedasfollows.

(1). TheSorachigroupsedimentationofthegeosynclinalfacies.

(2). TheLowerYezogroupCFuranoformation)ofthe:flyschtype

sedimentation.

(3). Faulting, foldinganddenudation.

(4). TheMiddleandtheUpperYezogroup(Nakagawaformation

andUrakawaformation)deposition.

(5). Metamorphism, ultra-basicrocks intrusion, faulting , folding

anddenudation. Epi-Cretaceous ",-,Pre-Kawabata Orogeny.

(6). TheKawabataSeainvasioninMiocene.

(7). Denudation, faultingcharacterizedbyover-thrusting. Post ",-,

Epi-KawabataOrogeny.

(8). Developmentofdissectedplanesandterraceplanes. Deposition

ofterracedeposits.

(9). Upheaval. Developmentofalluvialplane. Fallofashinthe

latestage.

Thegeologicalformationsofthisareaandtheirstratigraphical

successionareshowninthenexttable.

( Alluvialdeposits

I (3rd.Terracedeposits
Quaternary……… ~Tprr;:)rp I

1.1~U ~':~M:<-J 2nd.TerracedepositsI doposits)\ ヘ\\\\へ…へ\一一

! lIst.Terracedeposits

NeogeneTertiary····..· 一... ........ｷNiniugroup

f rRonebetsusandstone ・ shale r堅型恒 r

luakawa i--71γ!m 山form口ma旧則凶a抗tiぬon叶 ltt 1

I IShimukappushalemember
0. 1-- 一一一一一一一一

gI rSimukawasandstonemember
L司 I I

Cretaceous·一……吋 IHa悶nzawa竺an坐や恒三坐り巳 member
。 I 1-一一一一一一一一一一一

，，~ INakagwa JSantenzawashalemember

,......., I formation}Moritanosawatu 百 member

I IPenkeshurusandstone.shalemember

L~…一]竺竺中旬竺門的竺竺ザ r

一 74 -



!F{Penkeyarashalememberintercdating
urano , Orbitolinalimestone
formationl 一一 一一一一

lShinosawasandstonemember

( (Kikkyozawashalemember

I IEbanasandstoneｷshalealternation
I I memb~

i斗 I I 一一一一一

~ IShiyllbari. JlVIumelzawaschalsteinｷsandstoneｷ
I formation)..~~

Jurasso--- 吋 I~_~ 恒Ie 中り竺

C出eaωus 毛) ITakinosawasiliceousshalemember
rol 1-

~IlNigorisawasandstonemember

IYamabe fyuj~gaw 空 s坐eous rocksmember

l formationlTomamuschalsteinmember

Thecha!:acteristicgeosynclinalJurasso---Paleo-Cretaceoussediments

ofthearearepresentthelowestgroupinthisarea, exceptsubsurface

group, whicharenamedastheSorachigroup.

TheSorachigroupissubdividedintotwoformations , theYamabe

andtheShiyubari.

TheYamabeformationconsistsoftwo members , theTomamu

schalsteinandtheFujigawasiliceousrocks. Thelowestmemberis

theTomamuschalstein, themostpartofwhicharecomposedofheavy

basicpyroclasticsedimentsaccompaniedwithpillowlavas , severalinterｭ

calationsofgraywackesandstone, siliceousshaleandchertydeposits.

TheFujigawasiliceousrocksmemberconsistsofsiliceousshale

orslate , graywackesandstoneandintercalationofchert.

TheShiyiibariformationconsistingoffivemembers, conformably

coverstheYamabegroupinthisarea. TheyarecalledtheNigorisawa

sandstone, theTakinosawasiliceousshale, theMumeizawaschalsteinｷ

sandstoneｷshale, theEb 叩la sandstone・ shale alternationandtheKikkyo ・

zawashalefrombelow. TheNigorisawasandstonememberconsisting

of massive verycoarse grained sandstone, marks the base of the

Shiyubariformation. TheTakinosawasiliceousshalememberconsists

ofsiliceous shale, graywackesandstoneandchert. TheMumeizawa

schalstein ・ sandstone ・ shale membercoversconformablythepreceding

members, ispresentsremarkablefacieschangebetweentheschalstein

intheeasternarea, andthegraywackesandstoneinthewesterna了ea ，
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andthethickness of this member varies considerablybetween the

eastern area and the western area, The Ebanasandsioneｷshale

alternationmemberandtheKikkyozawashale~member conststing

ofsandstoneand shale , conformablycoversthe precedingmember.

Especially, thepartpredominatedby shale, iscalledtheKikky6zawa

shalemember.

SomepartsoftheSorachigroup, especiallytheTomamuschalstein

memberandFujinosawasiliceousrocksmembe:areweaklymetamorｭ

phosedtoschistosedrocksandphylliticrocksattheenvironsofthe

YubaridakeandtheBy6budake. Numerousradioralianremainsare

recognizedthroughouttheSorachigroup.

TheYezogroupconsistingchieflyofflyschtypesedimentscovers

theSorachigroup. Itisdividedintothreeformationsastabulated

aboveaccordingtorockfaciesandgeolgicalevidences.

TheFuranoformationaresubdividedintotwomembers. The

mostpartofthe lowest member called the Shinosawa sandstone

member, consistsofsandstoneandconglomerate, andslightlyintercaｭ

latesshaleorsandyshale, andcoverstheprecedinggroupsconformably.

ThePenkey 瓦ra shalememberconformablydevelopingontheShinosawa

sandstone member, consists chie 日y of shale, and inte 了calates several

sandstonebeds, andlenticularorganiclimestonesintheupperpartof

thismemberwhicharecalledtheOrbitoIinalimestone. Thegeological

ageoftheOrbitolinalimestoneisconsideredtobeAptianteGaultdue

totheorganicremainsdiscoveredinthe limestone, suchasOrbitolin α

discoideaconoid ，ωva r. ezoensisYABEetHANZAWA, Tucasiacarinatavar.

orientalisNAGAOetc..

TheNakagawaformationconsistingofsixmembersastabulated

aboveaccordingtorockfaciescoverstheFuranoformationunconforｭ

mably, howevertheeachmemberindicatesconformablerelation. The

clino-unconformaityisobservedatEbana-riverinthe western area,

wherethebasalmemberoverliestheEbanasandstoneshalememberof

theShiyubari formation , while it overlies on the Penkeyara shale

memberoftheFuranoformationatthe]uyonsenzawaandPenkeshuruｭ

gawaetc.intheeasternarea. Generalspeeking, therockfaciesofthe
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formationchangesverticallyfromcoarserfaciestofiner, andagainto

coarserfacies. Thatis, theTonashibetsusandstoneandthePenkeshuru

sandstoneｷshalememberconsistsofconglomerateandsandstone , the

Moritanosawatu 旺 member andtheSantenzawashalememberconsists

chieflyofshaleintercalating tu 百， theHassenzawasandstoneｷshale

memberandtheShimukawasandstonememberincludespebblycoarse

sandstoneandshale.

TheUrakawaformationissubdividedinto four members, and

conformablycoverstheprecedingformation. TheShimukappushale,
theIkkyiizawatu 百， theHorokazawasandstoneandtheRonebetsu

sandstone・ shale. Therelationoftheeachmembersareconformable.

Theeachmemberconsists chie 百y ofsandstoneand shale, butthen

generallypredominatestufaceousmatterials, especiallytheIkkyuzawa

tuffmemberisconsistofthicktuffandtufaceoussandstone. The

ShimukappushalememberyieldsInocer ωnus uwajimensisYEHARA and

Ino.ezoensisYOK. , andthelowerpartoftheHorokazawasandstone

memberyields Eup αchydiscus haradaiJIMBO andInoceramusjaponicus

NAG.etMAT..

The characteristicNeogenegroup of theareacoverstheolder

groupunconformably, whichconsistsofso-calledmorassetypesediments

such as conglomerate, intra-formational conglomerate, alternationof

sandstoneandshalewithcoalseams, andthickmudstone. Itiscalled

theNiniugroup ラ and isfoundinanarrowfaultedzoneofthecentral

areaofthesheetmap , andalso, inthesouthwesternarea , thegroup

developedcomparativelybroaderareaalongthe Penkemoyuparo, the

ShimafurebetsuandtheNiniu-river.

TheQuaternarygroupdistributesmainlyalongtheSorachiandthe

Tomamu-river, andcanbeclassifiedintofoursuchas1st.----3rd.terrace

depositsandalluvialdepositsaccordingtotheirheightsandoriginal

natures. Theeachformationconsistschie 日y ofsand, gravelandclay.

Igneous rocks found in this area are Serpentine, Micro-diorite

Gabbro, DiabasedykeandPillowlavas.

SerpentineoccursasthelargemassesalongtheYubarimauntain

rangeofthewesternarea , andassmallmassesalongthetectoniclines
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whichisover-thrustfaultintheeasternarea.

Micre-dioriteischieflyfoundin the Serpentine masses in the

western area, howeverafewsmallmassesintrudesintheYamabe

formationandtheShiyubariformationattheuppercourseof the

Iwabenosawa , themiddlecourseoftheTonashibetsu-riverandatributary

oftheRδnebetsu-rive r.

Gabbrooccursalongthetectoniclineinthesouthcentralpartas

asmaUmassintrudingtheYamabeformation.

AfewdykesofDiabasearefoundassmallmassesalongtheoverｭ

thrustfaultintheeasternarea.

Pillowlavasarefoundedinthe Tomamuschalsteinmemberand

theMumeizawaschalsteinｷsandston.shalemember. Petrologically, they

belongtoDoreliteorDiabase. Someofthemareslightlyalterdto

spiriticrocks;partiallyshowingdistinctpillowstructure.

Metamorphicrockschie 臼y distributeintheYubarimountainrange

ofthewesternarea, consistofphylliticrocksandschistosedrockswhich

areconsideredtobeslightlyalteredfromsomepartsoftheSorachi

group. Thegradeofthedynamometamorphismisnotalwayssimilar,

itseemstobeheavedtowardsthepeakoftheYubaridake. The

phyHiticrocks aredivided into black slaty phyllite and schalstein

likeordiabasicphyllite. Theschistosedrocksconsistofgreenschist,

glaucophaneschistandquartzschistshowingthehighergradeofthe

metamorphismmorethantheformer.

Structurallythisregionisdividedintothefollowing10units(See

白g.41).

(1). TheTomamuthrustsheetconsistschieflyofSorachigroup

andthelowerYezogroup. ThethrustfaultsnamedtheTomamu

over-thrust , theKanayamaover-thrustdevelopewithNW'""-'SE trend,

andotherfaultsarealsoobservedwiththesametrend.

(2). TheKanayama'""-'Shimukappusynclinalpartconsistschiefly

oftheNakagawaformation , seemstobeafoldedzone, frontalzoneof

(1).

(3). The central over-turned part consists of the Nakagawa

formation. Inthispart , thestrataaremostlyoverturnedwitheast
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dip.

(4). The Ronebetsu synclinal block consisting chiefly of the

Urakawaformation , isrecognizedcharacteristicallywithagentledip.

(5). TheNinosawasynclinalpartoccupiedthelowercourseof

theTonashibetsu-river, consitsoftheFuranoformationandthelower

partsoftheNakagawaformation , Theeasternwingofthesynclinal

structureareover-turnedwitheastdip. Itseemstobethebasalunit

of(2).

(6). TheTonashibetsuanticlinalandsynclinalpartconsistsof

thelowerSorachigγoup andthelowerYezogroup. Thecharacteristic

featuresinthispartareasfollows.

1. The Ronebetsu over-thrust sheet consisting chie 臼y of the

Tomamuschalsteinmemberthru8tsuptheNiniugroupandapartof

theNakagawaformation.

2. Generalspeaking, anticlinalandsynclinalstructuresarerecogｭ

nizedintheYamabeandtheNakagawaformation , buttheyarebordered

withlaτge faultssuchasthrustandshowso-calledsandwichstructure.

3. Thewholepartof(6) arethrustedwithFuranoover 寸hrust

faultwhichisinthewesternboundaryofthispart.

(7). TheKikkyodakeanticlinalpartconsistsoftheSorachigroup

andNakagawaformation. Theanticlinalaxisareassumedtobeonthe

linewhichknotsKikkyδdake andShδyubaridake atthewesternboundary

ofthispart. Thispartistheeasternwingoftheanticlinalstructure,

andisnormalordersuccessionwiththegentleeastdip.

(8). TheYubardakeanticlinalpartconsistschieflyofthelower

Sorachigroup, serpentineandmetamorphicswhichareconsideredtobe

alteredfromapartoftheSorachigroup. Generalspeaking, anticlinal

axisareassumedtobealongtheYubarimountainrangeaccordingto

rocknature.

(9). ThewesternwingofthePepeshurusynclineconsistsofthe

lowerSorachigroup , theserpentineandtheNiniugroup. Theanticlinal

axisisassumedtobeatthelowercourseofthePepeshuru-river. The

easternwingofthisanticlinalstructureisconcelledbyalargefault

whichcoverstheNiniugroupunconformably.
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(10). TheMoyuparosynclinalpartconsistsofthelowerSorachi

group, theNakagawaformationandtheNiniugroup. The basal

structureofthispartthesynclineintheNakagawaformation.

Thegeolegicalunitsabovementionedaredividedrespectivelyby

thestructurallinessuchasover-thrustfaultorlargefaultswhichare

causedbytheEpi""PostKawabataOrogeny. Thesestructurallines

arenamedastheKanayamaover-thrust fault , theTomamuoverｭ

thrustfault , theShimukappufault , theTonashibetsufaultandthe

Furanoover-thrustfault.(SeeFig.40). Especially, theTonashibetsu

faultisformedatthelateststage, andbrokestheotherstructurallines.

FurthermorethestructurallinesformedbytheEpi""PostCretaceous

Orogenyarerecognizedinthecentralsouthernarea. Oneofthemis

coveredbytheNiniugroup, andbordersthegeologicalunitsof(2)or

(3)and(9). Andtheothersareaccompaniedwithsmallmassesof

serpentineintheeasternarea.

Theimportantundergroundresourcesofthisareaarechromitein

serpentine, andbituminouscoalintheNiniugroup. Chromiteisprosｭ

pectedattheByδbudake districtbytheNihonSeirenCompanysince

1954. Thequalityofchromiteoreisexcellentandtheprospective

developmentareexpected. Bituminouscoalareprospectedandare

developedbysomeminingcompaniessuchastheHigashi ・Oy 函bari coal

mine, theKami-Yubaricoalmine, theYufutsucoalmineandtheShinｭ

hokkaicoalmine, howeverareabandonedin1955, duetopoorquality

ofcoal.smallamountofreserveandtheinconvenienceofthetransporｭ

tation.

Theotherundergroundresourcesarelimestoneandplacerdeposits.

The former intercalated in the Yamabe formation andtheFurano

formationhadworkedatafewlocalitieschieflyintheeasternarea

someyearsago. Thequalityof limestoneiscomparatively good,

however, theamountisverysmall. Theplacerdepositsofgoldand

platinumhavebeenrecordedfromtheseverallocalities, however, there

arenoworkingplacesatpresent.
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